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第６日目（１２月１９日） 

○議   長（松原良道君）  散会前に引き続き、本会議を再開いたします。 

ただいまの出席議員数は２９名であります。 

○議   長  これから本日の会議を開きます。 

なお遠山 力君葬儀のため欠席、駒形 正博君、井口助役、青木大和地域課長葬儀のため、

午後１時から３時まで中退。広井監査委員家事都合により午前中欠席。富山農業委員会事務

局長公務出張のため午後１時から早退。以上の届けが出ておりますのでこれを許します。ま

た本日の日程に合わせ、種村選挙管理委員長の出席を求めております。 

（午前９時３０分） 

○議   長  本日の日程は一般質問といたします。なお質問時間は１人３０分以内であ

ります。また１回目の質問に限り登壇して行っていただきます。今回の一般質問通告者は、

２６名であります。質問内容を制限するものではありませんが、極力皆さんから、簡潔明瞭

に質問していただきますよう、ご協力をお願いいたします。 

質問順位１番は、遠山 力君でありますが、本日欠席しております。会議規則第５１条第

４項の規定により、欠席した場合、発言の効力を失うことになりますが、副議長、議会運営

委員長と協議し、遠山君の本日欠席の理由が身内の葬儀でありやむを得ないものと判断して、

遠山 力君の一般質問を一番最後に回して行っていただくよう取り扱いと思いますが、ご異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議がないようですので、そのように取り扱うことにいたします。 

○議   長  質問順位２番、議席番号２３番・中沢 俊一君。 

○中沢俊一君  合併後の改選をうけまして初の一般質問というわけですが、その第１号と

して登壇することの栄誉を感じております。今回は２項目通告をしておきました。 

１ 職員定数１３１人 ５年で減らせ 

これは９月議会でも実は若干触れたことでもありますけども、まずもって職員定数。これ

を県の指導によりますれば、１０年間で１３１人でしょうか、削減して是正すべしというこ

とでございました。けれども私は、これは５年あればできるというふうに思っております。 

もう１項目は、職員定数の是正の手段であります。徹底的な業務の見直し、再分類を図っ

たなかで、民間委託を進めて職員の仕事の質の向上、あるいはサービスの向上、コストダウ

ン。これを３つともできるというふうに信ずるわけであります。私も自身の体験を度々披露

しましたけれども、日本がバブル景気を迎えるほぼ１０年前に、自分の事業に過剰投資をい

たしました。１０年先んじて、この不景気の苦しみを味わったわけでございます。３０にし

て８,０００万円近い負債を抱えた。本当に今こうしてここへ立ってるのが不思議なくらいの、

その日々の苦しみでございました。 

今、市の財政は、先議会でも申し上げましたが合併前の数字でありますけれども、市民１

人当たり１２０万円の負債があるわけであります。これに見合った積立金があれば、留保金



 - 2 - 

があれば問題はないわけでありますけども、ほぼ財政調整基金が底をついていたと。こうい

うことから９月議会でも、職員定数の削減ということをまず申し上げました。なんといって

も職員、この人事、それから市が抱えている仕事、これは市の方針一つで自由になるわけで

あります。今回４０人の議会議員候補が、様々な公約を選挙中に披露いたしました。あれを

やりたい、これをやりたい。本当にいっぱいあったと思っていますし、私もそれがありまし

た。しかしながらそのお金をどこから捻り出すのか。こういう財源論が、私は乏しかったよ

うに感じております。この財源を生み出すその手段を、市は持っているわけであります。 

まずその中で市長に伺いたいのは、この「財政健全化計画」。まもなく我々に配付されるわ

けでありますけども・・・今、机の上にありましたでしょうか。この策定の動機とそれから

評価であります。そして他の自治体が、財政の健全化に対しましてどういう臨み方をしてい

るのか。これをお聞かせいただきたい。 

そして５年間で１３１人この削減。これは私は退職補充を極力抑えて、それさえ実現すれ

ばできる数字だと、こういうふうに申し上げておりました。平成１８年度定年対象退職者は

１７名でございます。１９年２２名、２０年２６名、２１年３６名、２２年が３３名。１３

４名が定年退職を迎える。この５年間で県の指導１３１名を上回る退職者があるわけであり

ます。 

直接の例にはならないかもわかりませんけども、全農が先般人員削減の目標を公表しまし

た。今２５,５００人いる職員を、５年間で５,０００人削る。約２０パーセントにあたりま

す。また他の例を挙げますれば、守口市――大阪にありますけども――１０年間で４０２人

減らした、これは２５パーセントにあたる。南魚沼市は、県の指導では１０年間で１３１人、

これは１４パーセント程度であります。私は財政状況からいえば、わが南魚沼市もここでこ

ういう先例に倣って退職補充を極力絞ったなかででも、もう１回財政の再建を図るべきだと

思っています。 

ここから生まれる効果というのは、決してコストの削減だけではございません。先般も触

れましたけれども、本当に筋肉質の、少数精鋭の仕事人集団、そういう職員ができてくる。

行政の仕事は、これは民間が指摘しておりますけれども、重複の事務がなかなか多い。職員

がこれを一度書けば、一度その仕事をチェックすれば済むようにすれば、１人の職員が沢山

の仕事をこなせるようになる。 

それから３番目には、民間に雇用の機会が生まれるということであります。ただ単に仕事

ができる人が増えるということでなくて、やっぱり民間の感覚でやった場合のサービスの向

上を図ってくれるということ。これは一般の企業、それからこれから増えてくるであろうＮ

ＰＯ、こういうことの活用によって、この３つのことが可能になってくる。そしてバランス

のとれた官と民とが、力を合わせながら働いて行く共同、こういう基礎が作れると。こうい

うのが本来の民間委託、官民共同の理論ではないかと思っております。これについての市長

のご意見を伺います。 

ちなみにこの通告の中に「アウトソーイング」とありますが、これは「アウトソーシング」
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のミスプリントでありますので、お直しいただきたいと思っております。 

２ 職員定数是正は「指定管理者制度」の徹底研究で 

さて２番目でありますけれども、職員の定数是正。これを「指定管理者制度」をもっとも

っと研究して、金のわらじを履いてでも、こういう業務の民間委託に合うような業者を探し

回ってでも、これはきちんと進めるべきだと、こういう趣旨の質問でございます。この議会

初日にも若干触れましたけども、県庁でこのアウトソーシングの研究会がございました。１

４ほどのＮＰＯを含めたそういう業者が会場にいたわけでありますけども、全国的にみれば

まだまだ多くのこれに特化した業者がいるわけでありまして、決して都市部の人口の多いと

ころだけがこういう指定管理者を進めているわけではございません。あとで触れますけれど

もむしろ地方の小さい自治体の中で、合併を選べなかった自治体の中でこれを進めている所

もあるわけであります。 

今回の条例にありました、私に言わせれば安易な市の直営、あるいは公共団体の丸投げと

いった、そういうことはせっかく合併した効果を看板倒れに終わらせてしまう。そういう可

能性があると思っております。真の合併効果を狙うのであれば、ただ合併しただけに留まら

ずに、合併を選べなかった、選ばなかったそういう自治体のこういうような工夫に学んで、

もうひと押し合併効果を図ってほしい。これに対して、市長のお考えを伺います。以上です。 

○市   長  おはようございます。大変な大雪の中を、また一般質問でこうして皆さん

方からそれぞれご指摘を受けるわけでありますけれども、大変ご苦労さまですが、一生懸命、

自分なりには一生懸命答えさせていただきますので、またよろしくお願い申し上げます。 

１ 職員定数１３１人 ５年で減らせ 

中沢議員のご質問にお答えいたします。まず最初にこの財政健全化計画の策定の動機と経

過ということであります。動機はご承知だと思いますけれども、いわゆる財政が非常に厳し

いという、そのことだけであります。この厳しくなった原因、これはいろいろの部分がある

わけでしょうけれども、直接的には今、国による三位一体改革、この中で１６～１７年度で

すね。旧３町に今までどおり交付されるべき交付税が、この２年間で３町分合わせて１２億

円減ったということであります。これが一番の直接的な引き金ではあります。経過もそうい

う部分が経過ということであります。 

そして財政を見通した中で、今のままではとてもこれは立ち行かないと。とにかく徹底的

に歳出を削減、歳入を確保と、この方法をそれぞれ助役をキャップにして、相当時間をかけ

ながら皆さん方から考えていただいたわけでありますけれども。今、議員おっしゃったよう

に、当然のことでありますが、人件費にもこれは手をつけなければ、このままでは立ち行か

ない、そういうことであります。財政健全化計画の中身につきましては、後ほど全員協議会

の中でご説明申し上げます。 

合併によりまして、現在、直接的に効果が表れているその人件費部分というのは、議会の

皆さん方が、前の南魚沼市と塩沢町、合わせて６０名いた議員を今は３０名に。そして報酬

を２割――当時の南魚沼市の議員ということであります。その２割――アップして、という
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ことで今まいりました。これがちょっと皆さん、議員の皆さん方が誤解をしてるということ

ではありませんけれども、一般的にはその議員の報酬を２割も上げて何だ、とこういうご批

判がございます。これは合わせますと６０名を３０名にした削減、そして２割報酬をアップ

しても、年間約５,０００万円、議会議員の皆さん方の人件費的な部分は削減をされているわ

けであります。そして私共特別職４名、これが１２名いました。これを４名に今しているわ

けであります。これが大体概算でありますけれども、年間８名減っているわけでありますの

で、おおむね８,０００万円。この効果は確認をできているところであります。 

そういうことの中で今、職員定数１３１人減らす部分を５年で減らせと、こういうことで

あります。これは県の指導という部分ではありませんで、現在の枠組みの３町合併を前提と

して平成１４年度に直近の数値を基にして、類似団体との比較の中で算定をされた人数であ

ります。これを合併後の職員削減目標数として、住民説明を行ったり、議会の皆さん方にも

ご説明申し上げたということであります。その後、旧町毎に職員数の削減に取り組んだ結果、

結果であります。現在までに、５４人減少しております。で、１３１人としますと残りは７

７人でありますが、これを上回る人数をこの５年間で削減する定数適正化計画を策定すると

いう予定になっております。 

この計画は前提がございまして、本庁舎に機能を集約できた場合の数値予定であります。

機構がもし集約できないという場合については、若干目標の達成が遅れるということであり

ますけれども。その機構がここに集約できないということには成り得ないと私は考えており

ますが、これはちょっと１００パーセントということではありません。これが前提だという

ことを議員からもご理解いただきたいと思っております。極力早めにこの計画をきちんと達

成できるように取り組んでまいりますので、またご指導をお願いいたします。 

２ 職員定数是正は「指定管理者制度」の徹底研究で 

次の指定管理者制度の部分でありますけれども、議員おっしゃるように合併をしなかった、

人口の少ない部分でもいろいろ知恵を働かせながら、これをうまく利用してやっているとい

うところもございますが、全般的にはやはり人口の多い都市型地域になじむ制度だというこ

とであります。これは私共の地域につきましては、非常にやはりなじみづらい。一例を総務

課長が申し上げておりますけれども、例えば集落の集会所ですね、これも全部指定管理者制

度にのってやっていかなければならないということ。これを一般の民間で、じゃあその運営

を受けようかなんてことにはなかなかいかない。そういう部分が非常に実情に合わない的な

部分はございます。ございますがこういう法律でありますので、それに則ってやっていかな

ければならないと思っておりますけれども、非常になじみの悪い部分もあるということだけ

は、ひとつご理解をいただきたいと思っております。しかし施設の性格や設置目的、これら

を考慮して、効果的、効率的な管理・運営を進めていくという、これは当たり前のことであ

りますので、安易な管理体制をとるということでは決してございません。 

全国ネットでこの選定にあたっては、そういう団体を探すべきというか、模索するべきだ

というお話であります。これはご承知だと思いますけれども、施設の特性、管理能力、これ
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らによりますけれども、地元に対する社会的貢献という視点も全く捨てられるということで

ありません。今のところは原則として、この市内に主たる事務所を有する団体を優先させて

いただきたいと、今のところは考えております。既存の施設につきましては、この指定管理

者制度への初めての移行でありますので、地元の住民団体これらが管理運営している施設。

あるいはこの施設の管理運営を主たる業務として設立された団体、これもあるわけでありま

す。これらをいろいろな経過がありまして、すぐにいわゆる選定から外すという部分にはな

り得ないわけでございますので、この辺もご理解いただきたいというふうに思っております。 

これは職員定数是正の観点に関わらずに、今後ともこの制度を積極的に活用はしていかな

ければなりませんし、ゆくゆくは議員のおっしゃるような方向に進んでいくものだと思いま

すけれども、早急にできないという、そういう部分があることもご理解をいただきたいとい

うふうに考えております。以上であります。 

○中沢俊一君  １ 職員定数１３１人 ５年で減らせ 

職員の定数是正早めるべしということでありますけども、なるほど数字の上ではそういう

ことになるのかもしれませんが、私は姿勢としてということですよね。２番目にあげました

今の民間委託も合わせなければならないわけですけども、そういう気持ちはやっぱり持って

欲しいと思うんです。 

２ 職員定数是正は「指定管理者制度」の徹底研究で 

市長も以前、埼玉県の志木市の例をあげました。またこういう小さい町村では、青森県の

三戸であろうがどこであろうが、やはり退職補充を本当に抑えて財政再建に取り組んでいる。

またそれで９月議会で市長が答弁されたような業務の停滞といいますか、市民サービスの停

滞というものがないわけなんです。適正な業者を選定して、そこにアウトソーシングをして

いくということ。地元への貢献があるものだから、今までの既存の団体に任せているという

ことがありました。まさにその辺がなかなか指定管理者制度が進まない元凶であると、こう

いう先般の県庁での、討論会の結論でございました。 

仙台市の例がございました。一番指定管理者制度の採用が進んでいるけれども、ほとんど

が今までの既設の団体であるということでございます。実績への縛り、あるいはまたなかな

かそこに参入していくための情報が、業者にしてみれば得られないということ。初めからど

うみても、積算しても収支が成り立つはずのないものが提示されてくるということ。とりも

なおさず今の既設の団体の、まあまあ保護ではなかろうかと思っております。決してこうい

う外部の業者が地元の人を使う例がほとんどなんですよね、指導はするけれども。そのこと

もまた考えていただきました上で、もっと突っ込んだ業者の選定を行う、そういうような体

制をとってほしいと思っております。 

いろいろな町村の例がメッセでは紹介されました。ここでいちいち触れるのもなんですし、

幸い担当職員がそのメッセの会には参加しておられました。その職員から本当に的確な情報

を提供していただいた中で、これは前向きに取り組んでいただきたいと思っております。具

体的な例を縷々申し上げる時間がなくて申しわけありませんけども、もう一度そこで、市長
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の答弁をお願いします。 

○市   長  １ 職員定数１３１人 ５年で減らせ 

再質問にお答えいたします。姿勢、気持ちは先ほど申し上げたとおりでありまして、決し

て曖昧にしようとか、なあなあでいこうなんてつもりでは全くございません。明日からすぐ

できるものと、そうはできないものとあるということはご理解いただきたいと思います。本

当に一例ですけれども、例えば欠ノ上のカントリーコース。これをじゃあ全国ネットで皆さ

ん方から募集しても、セミナーハウスやあのところを請けましょうなんてところが出てくる

はずがないわけであります。あったにしても今までと同様の金額を市で負担しながら請ける

ということにならざるを得ないわけであります。 

収益性があってですね、そういう部分については一生懸命考えます。例えば市民会館であ

りますけれども、これもご承知のように今は公社でやっているわけでありますが、これも公

社は公社なりに職員を採用しながら、今日まできました。それで今、中沢さんがおっしゃっ

たように、例えばこれが民間のどなたかの部分に行ったときに、その職員の確保については、

雇用については、保証するというようなお話は来ていますけれども、すぐにじゃあ明日から

その公社、いわゆる市民会館という部分を全く商業的に活用していいいか。これは建てたと

きの経過があります。経緯が。市民、当時は六日町でありましたけども、六日町にやはり文

化の灯を燈さなければならないと、こういうことであります。それをやはり考えますとそう

そう性急にはやれないというふうになる。いずれはやっぱりやっていかなければなりません。

各々の施設について、やっぱりそれぞれみんなそういう特徴がございますので、すぐやれる

という部分についてはすぐやりますが、そういう気持ちや姿勢は、あなたに負けないくらい

持っているということだけは、ひとつご理解いただきたい。そういう思いであります。 

志木市の例も職員をいわゆる採用しないで、市民の皆さん、あるいはＮＰＯ、そういう皆

さんに市の業務を委託するという方法は知っておりますが。これも当面はそれでいいわけで

すね、当面５年、１０年は。じゃあ２０年、３０年経ったときに、職員というものが全然い

なくなる。それは数値的にいえばそういうわけですから、一切採用しないということになる

とそうなる。１００パーセントいわゆる市役所業務を民間に――民間といいますかそういう

部分にお任せができるかというと、これはやっぱりできません。 

ですから適正的に採用は抑えていきます。５０人例えば退職するところを５０人採用する

なんてことは絶対にありませんから。徐々にきちんとやっていきますが、もう全くその部分

を採用しないということは、これはやっぱり組織上なかなかできない。これもご理解はいた

だけると思います。３年、５年、１０年ぐらいであればやれます。その後は何でもいいとい

うことであればやれますけれども、そういうわけにはまいらないということもご理解いただ

きたい。 

ただその限られた年数の中では、非常に効果的な部分でありますので。どういうふうにそ

ういうことが活用できるかということも十分検討しながら、今後の職員採用の計画を立てて

いきたいというふうに考えております。またそれぞれ豊富な経験を生かして提言をお願いい



 - 7 - 

たします。 

○中沢俊一君  １ 職員定数１３１人 ５年で減らせ 

志木市の例がございました。そうですね。まさか集落センターやああいう特殊な欠之上の

施設、これをということになるとなかなか難しいかもかりませんが。例えば志木市であって

も、学校給食あるいはまた広報誌の編集、選挙の期日前投票、いろいろな環境に対する講演

会、こういうようなことをこの制度を使ってやっているわけであります。 

また当然１０年も２０年も職員採用をしないなんてことではございませんで、目標を定め

たなかで、例えば私が言ったのは５年間だけのわけです。やはり年齢構成が問題になるわけ

でしょうから、そうなったらなればなったで、民間で活躍している若い衆をその年代だけ必

要な人数を、再建が順調に進んだら採用すればいいということと私は思っております。 

いろんな手法があるわけでございますから、私はとりあえずこの５年間だけを、その財政

再建の本当に強い姿勢でお臨みいただきたいし、それに対しては、繰り返しになりますけど

も業務の徹底した分類と見直し。そしてこのアウトソーシング。これを組み合わせて所期の

目的をよりよい形で達成してほしい。決して財政だけではございません。市民の参加、それ

から、行政サービスの質の向上。この三位がそれこそ一体になるわけでございますから。ま

た私はこの財政健全化計画を見ていないわけですけれども、これを趣旨に本当に則った策を

もうひと工夫して頑張って欲しいと、こう思っております。終わります。 

○市   長  １ 職員定数１３１人 ５年で減らせ 

趣旨は十分理解しておりますので、そういう気持ちを持ちながらやっていぎたいと思って

おります。そして、健全化計画の中身にちょっと入りますけれども、その職員の削減という

部分は削減といたしまして、職員全員からこの健全化計画に協力を願おうということで、職

員の給与の引き下げも今、提案をいたしまして、組合と交渉中であります。 

そういうこともやりながら今、健全化計画を。これは永遠ということでありません。向こ

う３年という期限を付けながらやっているわけであります。そして今おっしゃったようなこ

とをやらなくても、職員の給与削減――当然私共も当たり前でありますけれども――削減を

していくなかでは、３年で何とか目標が達成できるだろうと。遅くも５年で間違いなく達成

できると、そういう方向を見定めながらの財政健全化計画であります。職員もそういう痛み

を一緒に分かち合いながらということは、またご理解をいただきたいと思っております。 

○議   長  質問順位３番、議席番号２１番・和田英夫君。 

○和田英夫君  それでは３点ほど質問をさせていただきます。 

１ 選挙管理委員会に伺う 

まず初めに、選挙管理委員会に伺いたいと思います。通常の選挙の投票所においては、投

票時間が午前７時から午後８時までに投票すると、こうなっているわけであります。先般の

１０月２３日には、午前７時から午後６時と、こういう時間帯で投票が行われました。そう

いったなかですが、公職選挙法第４０条で「・・・市町村の選挙管理委員会は、選挙人の便

宜のため必要があると認められる特別の事情のある場合又は選挙人の投票に支障をきたさな
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いと認められる特別の事情のある場合に限り、投票場を開く時刻を二時間以内の範囲におい

て繰り上げ若しくは繰り下げ、又は投票所を閉じる時刻を四時間以内の範囲内において繰り

上げることができる。」とあるわけであります。先般の選挙におきまして、市の選挙管理委員

会は、投票所の開閉時間は、開票所までの距離２０キロメートル以上は２時間の繰り上げ。

現状ではある１投票所が、今の魚沼市の堀之内回りの距離において２４.５８キロメートルだ

ということで、２時間繰り上げされたわけです。１５キロメートル以上これは１時間の繰り

上げをされたわけです。これが１５.５キロメートルから１６.５５、１６.８４５キロメート

ルだということで、４投票所が１時間の繰り上げを市の選管は決定して、そのように投票が

行われたわけであります。そこでこの２０キロメートルあるいは１５キロメートル、開票所

からの距離でありますけれども、この根拠についてを伺いたいと思うわけであります。 

それから、任意制の選挙公報の発行であります。これは第１７２条の２にあるわけであり

まして「都道府県、市町村の議会の議員又は市町村長の選挙においては、当該選挙管理委員

会は条例で定めるところにより、選挙公報を発行することができる」こういうふうにあるわ

けでありまして、先般の選挙において市の選挙管理委員会は、立候補者の皆さんで希望の方

は公報に出しますよと、こういう指導があったかと思うんです。選挙公報、公報であります

から改めて言うまでもなく、公の機関が公示事項を知らせる文書でありますから。この場合

はやはり希望云々じゃなくて、全員の方を公報に載せるべきと思うが、この任意制の選挙公

報の目的なり考え方をお伺いしたいわけであります。 

もう１点、期日前投票であります。これは不在者投票より、非常により選挙しやすくなっ

たというふうに思って、評価をしているわけでありますが。このことについていわゆる高齢

者あるいは車椅子等々の方々のことを考えた場合に投票場所。今までおそらく大和分庁舎あ

るいはこの本庁舎は２階だったと思うんであります。塩沢はちょっとわかりません。庁舎の

１階でこの期日前投票場所を設定できないか、であります。 

しかもこれに行った方に聞いてみると、やはりこれも理由が必要でありまして、例えば仕

事の都合、妊娠などの理由、冠婚葬祭の都合、あるいは旅行の予定等あるわけであります。

それはそれで結構でありますけれども、さらにここで必ずしも今言ったような理由でなくて

も、投票に行かなければならない市民、有権者がいようかと思いますので。例えばその辺の

間口を広げた理屈付けを項目に足して、この投票率をより上げるような方策を考えられない

か等々について、これ選挙管理委員会にお伺いいたします。 

２ 安全な教育環境と学力について 

２番目、安全な教育環境と学力についてであります。全国的に子供たちがかかわる悲しい

事件が発生しているわけでありまして、非常に残念なわけであります。その中でいろいろ報

道機関が全国的にその安全対策、安全活動等々報道されているわけでありますけれども、市

としてはどのような対策を講じているか。 

実は昨年の１２月議会で私も、あの当時もそういう悲しい事件がこう発生したということ

で、私も１２月議会で学校の児童・生徒の安全対策ということで質問した経過がありました。
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教育長と議論したことを思い出しているわけでありますけども。そういったなかでその後、

あるいはまた最近のこの動きのなかでどういう対策を講じているかということ。特にこの市

内に居ない方がいいわけでありますけれども、それらしき不審者的な情報等々があるか。な

いほうがいいわけであります。しかしあるとするならばどのような考え、いわゆる体制をと

るのか、対応するのか。加えて児童・生徒が昨今のこういう全国的なニュースを見て、授業

中心に、学校生活に特に影響出ていないか。このこともお伺いをしておきたいわけでありま

す。 

そこでさらにもう１点。最近は各学校でもいわゆる集団下校をやっている。これはこれで

いいことであります。いいことですが、学校現場に行ってみるとそうしなければならない、

それが第一だと、安全優先だと。しかし場合によっては俗にいう補習授業、今はどういう言

葉が使われているかわかりませんけども、ちょっとわからない児童・生徒はちょっと残って

一緒に先生と勉強しようじゃないかと。こういうことができないという現実もあるわけであ

りますから。 

学校五日制以後、日本の教育の、子供たちの学力のことがいろいろ議論されているなかで、

片一方では犯罪に対応するための安全対策。片一方では学力をそう落とさないようにと。こ

ういう非常に難しい面があるわけですから。この辺を私は市の教育行政としては、やはり一

体的に考えるひとつの教育行政方針を出すべきだと、このように思うわけでありますが、教

育長のご所見をお伺いいたします。 

３ 空き住宅の活用を 

３点目の空き住宅の活用であります。あまりないほうがいいわけでありますけれども、市

内にほどほどの、これは中心部、周辺部に限らず空き住宅が目に付くわけであります。そう

いったなかで、先般私も住宅委員会で、住宅関係の会、いわゆる入居の関係の会に出してい

ただいたわけであります。市営あるいは県営住宅の募集にはここに書いてありますように、

２倍から１２倍の非常に大勢の皆さんが申し込みをしているわけであります。その入所理由

を見ますれば、全員を入れてやりたいような内容のご家庭であります。特にその中で目に付

くのは、子育て中の夫婦世帯。あるいは一人親家庭世帯ですね。単身老人世帯の方々が非常

に困っておるようであります。 

先日の新聞で新潟市では、この新潟市の市営住宅に入居審査の過程で、子育て世帯枠を設

けるというような、そういう条例を作るというようなことが報道されておりました。市長も

かねがね子育て支援は最重要課題だと、こういうことを言われおるわけでありますから。住

宅問題でもそういう例えば子育て世帯関係に対する支援の政策誘導ということも考えていい

んじゃないかと思うわけであります。 

かたや高齢者福祉の関係でも、かなりそういう施設待ち、サービス待ちの方々がいるやに

聞いておるわけでありますから。まあまあ空き住宅といえどもそれぞれの個人の財産であり

ますから、勝手にここで議論はできないわけでありますけれども。その辺を行政として、ひ

とついろいろ対応しながら活用できないかと。こういうことで、これについては市長の所見
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を伺います。１回目の質問を終わります。 

○市   長  和田議員の質問にお答えいたします。議員の方からご指摘のとおりであり

ますので、１番の選挙関係について選挙管理委員長、そして２番の教育関係につきましては

教育長より答弁をさせますので、よろしくお願いいたします。 

３ 空き住宅の活用を 

私は３番のこの空き住宅の活用ということで申し上げます。この１年間の住宅募集状況は、

申込者総数が１０２であります。募集戸数が２４。倍率４.２５倍ということであります。こ

の申込者の内訳は、夫婦世帯１０、子育て中の夫婦世帯５３、一人親世帯２４、単身の老人

世帯１５ということでありました。この市営住宅の応募者が入居選考からもれた場合に、空

き住宅への要望がどれだけあるか。こういうことは募集時に聞き取りをして、今度はですね。

今までしておりませんでした。今度は募集時に聞き取りをして、実質的にどれだけの需要が

あるか、これをまず調査をしてみたいと思っております。 

またこの空き住宅という部分については、現状を私共がごくつまびらかに把握しておりま

せん。ですのでこれらも調査方法を含めて検討さしていただきたい。そして、調査結果によ

って空き住宅の活用、これは検討していきたいと思っております。 

高齢者福祉行政への空き住宅の活用。これにつきましては現在民間の福祉法人等で福祉施

設として活用している住宅が６棟ございますのでちょっと申し上げます。認知症対応型共同

生活介護施設、これグループホームであります。これが「ふきのとう」が１棟。通所介護施

設、これはデイサービスセンター「地蔵の湯」でありますけど１棟。それから、無認可高齢

者介護施設「リゾート畦地」というところと「讃岐や」というところ、これが２棟でありま

す。無認可の託児施設「なかよしの家」というこれが１棟。それから準備中の無認可高齢者

介護施設「リゾート川窪」という名前になるそうでありますけれどもこれが１棟。これだけ

今活用をして、あるいはこれからしようとしているところであります。これから介護保険法

の改正によりまして、それから障害者の自立支援法ということで、身近なところでの介護予

防や就労支援が求められる時代にはなってくるということであります。 

その際に既存の空き家等を積極的に活用できるように、国も規制を緩和しているというこ

とでありますので、私共も考えていかなければならない。昨年の地震・豪雨これらによって、

住人が転出したという部分もありますしそれらも活用しながら、空き家活用はこの資源環境

上からもメリットが多いというふうに言われておりますので、積極的にこれから推進してい

こうというふうに考えております。 

住宅の活用例についてはよろしいでしょうか。ここがこうだという部分はですね。現在は

あるこの医療法人の方に、今、申し上げた他にまだ３件程度家主から施設として使えないか

という申し込みがあるようであります。状況はそんなところであります。今後、十分活用を

できるものならしていきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○選挙管理委員長  選挙管理委員会の種村と申します。よろしくお願いいたしたいと思い

ます。それでは和田議員さんにお答えを申し上げます。 
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１ 選挙管理委員会に伺う 

まず選挙管理委員会に伺うということでございますが、３点ほどあろうかと思います。ま

ず、第１点目の投票所の開閉時刻の距離ということだと思いますけれども。３町が合併をし

まして、新生南魚沼市としての初めての身近な選挙が１０月の２３日にいわゆる市会議員選

挙、一般選挙ということで執行されたわけでございます。ご承知のとおり合併に伴いまして、

今現在市内に５８箇所の投票所を設けてございます。なお開票所につきましては、六日町の

坂戸にあります南魚沼市のスポーツコミュニティセンターを開票所ということで指定をさせ

ていただいてございます。 

投票所から開票所までの距離でありますけれども、今回の冬季の雪の状況をみますとおわ

かりかと思いますけれども、いわゆる冬期間の交通事情等を考慮しながら、実測をさせてい

ただいたということになろうかと思います。実測をした結果、２０キロメートル以上の投票

所が１箇所。それから１５キロメートル以上２０キロメートル未満が４箇所。あとは１５キ

ロメートル未満が５３箇所という実測の結果でございます。投票所の開閉時刻につきまして

は、議員のご指摘のとおり、公職選挙法第４０条ただし書きの規定により、繰り上げること

ができると。あるいは繰り下げることができるということになっております。そこで当選挙

管理委員会としては、選挙結果を早期にやはり市民の皆さんに確定を公表するということも

ひとつの責任であるわけでございます。それと合わせながら選挙経費といいますか選挙費用

の軽減といいますか、これにも配慮したということでございます。 

２番目といたしましては、過去に選挙の投票率を見ますと、時間延長が平成９年の選挙法

で改正になりまして、２時間、８時までになったわけでございます。それらの時間延長によ

り必ずしも投票率の向上には繋がっていないというような面が見受けられます。したがいま

してそれらを考慮したことと合わせながら、不在者投票の手続きが簡素化をされたというこ

と。それから平成１５年からご案内のとおり、期日前投票が実施をされたというような、い

わゆる投票における環境が整ったということもありますけれども、それらがかなり浸透して

きているんじゃないかなということが考えられます。そういうこと、あるいはまた農繁期に

おける農作業の状況、あるいは工場にお勤めの方々の就業時間、あるいは地域的な日没とい

いますか、選挙がいつあるかわからないというような状況もあるわけでございますけれども。 

それら等々総合的に判断をいたしまして、選挙に支障を来たさないということで、冬季間

の道路状況をひとつの目安といたしまして、投票所から開票所までの距離を５キロメートル

刻みに調査をいたしまして、２０キロメートル以上を２時間、１５キロメートル以上を１時

間ということに決定をさせていただいたわけでございます。 

この経過を若干申し上げますと、これにつきましては昨年９月２日のいわゆる定例の選挙

管理委員会におきまして、旧六日町並びに旧大和町の事務担当者といいますかが、いろいろ

の角度から合併に伴った選挙管理委員会の関係を検討いたしまして、案を出させていただい

て、それぞれの旧町村での委員会で審議を伝え、さらには暫定選挙管理委員会の選出。それ

らの会議の中でも検討させていただいて、ご説明いただいたわけでございます。それらを受
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けながら、今ほど申し上げたようなことで決定をさせていただいたということでございます

ので、ご理解をお願いいたしたいと思います。 

次に２点目の選挙公報の目的でございます。ご案内のとおり公職選挙法では、選挙運動に

おいてはいろいろの規制をしております。選挙に多くの費用もかかるということで、いろい

ろのご批判等もあるわけでございます。金のかからない選挙ということを実現することも必

要だろうということで、いわゆる公職選挙法では、候補者間の選挙運動の機会均等を図るひ

とつの手段として選挙の公営制度を採用いたしてございます。 

選挙の公営制度とことは、国または地方公共団体、県あるいは市町村になるわけですが、

その費用を負担して、候補者の選挙運動または選挙を行うにあたり、便宜を供与することと

ともに候補者の選挙運動の費用を負担するという制度でございます。なおこれにつきまして

は、ポスターの掲示場の設置だとか、あるいは選挙公報の発行だとかこれについては、市町

村の条例に定めるということになっております。そのほかには、演説会の公営施設の使用だ

とか、あるいははがきの交付だとか等々がいわゆる公職選挙法で定められているということ

でございます。 

そんなことから選挙公報は選挙運動のひとつであり、印刷物その他の文書図版による選挙

運動に該当いたしまして、選挙公報で候補者の氏名、経歴、政見、写真を掲載することによ

って、選挙人の視覚に訴えて、選挙運動の効果を期待するものである、ということで理解を

しております。そんなことで今回発行をさせていただいたわけでございます。なおこれにつ

きましても申請ということで、あくまでも候補者の申請に基づいて発行するということにな

っております。 

したがいまして初めての取り組みでございましたので、いわゆる事前説明会等においても

事務局の方から説明をし、あるいは書面の事前審査においてもそれぞれ説明をし、受付の段

階においても、よろしいでしょうかということで確認をいたしまして対応をさせていただい

たということでございますので、ご理解をお願いいたしたいと思います。 

３点目の、期日前投票の庁舎の投票場所設置ということかと思います。ご案内のとおり本

来であれば障害者あるいは高齢者等に対応いたしまして、設置場所を各庁舎の１階に設ける

ことが適当であろうということで、委員会の皆さんの考え方は一致しておるわけでございま

す。ただし期日前投票ということで投票ということになると、ご案内のとおり鍵のかかるい

わゆる会議室等で、期日前投票というのは何日もかかるわけですから――告示の翌日から選

挙の前日までかかるわけですから――鍵のかかるところへ投票箱を保管しなければならない

ということでございます。ですので今のスペースといいますか、１階のスペースにそういう

ことで設置をするのが可能かどうかということと合わせながら、もし設置をするならばそれ

らの保管、ロッカー等の設置も必要であろうということでございます。そんなことを検討し

ながら今回対応させていただいたわけでございますけれども、なかなか適当な場所が今回は

なかったというのが実情でございます。そうした中でそれぞれエレベーター等があるわけで

ございますので、各庁舎共２階に設置をさせていただいたというのが実情だと思います。そ



 - 13 -

んなところでございますので、よろしくご理解をいただきたいと思います。 

○教 育 長  答弁申し上げます前に、議会の皆様方には日頃から教育全般に対しまして

ご支援をいただいておりますことに厚く感謝を申し上げます。今後ともご指導をいただきま

すようお願いいたしたいと思います。 

２ 安全な教育環境と学力について 

和田議員の質問にお答えをいたします。ご指摘にありましたように本当に痛ましい事件が

各地で発生しております。私共の市内におきましては、幸い報道されておりますような大き

な事件事故はおきておりませんけれども、しかし県外のナンバーの車が写真を撮って行った

とか、あるいは声を掛けて近づいてきたとかといったことはしょっちゅう起きております。

その都度各学校には電子メールを通じまして、注意を呼びかけてきたところでございますが、

今後共この対応には苦慮して。これなら安全というふうに言い切れる対策が今のところ私共

には思い当たりませんので、非常に苦慮しておるところでございます。 

そこで学校の安全対策でありますが、１つには学校建物への進入防止であります。これに

つきましては６月の補正で予算をいただきまして、旧市の小・中学校につきましては、大体

の整備ができたと思っております。今後は旧塩沢地区の学校についても充実してまいりたい

と、このように考えております。 

昨今一番心配になっておりますのが通学路、特に下校時の対応でございます。私共教育委

員会といたしましても、まず１つには各学校に子供たちの通学路の危険箇所の点検を要請し

てまいっております。それからもう１つは、どうしても子供たち集団で帰しましても、最後

は１人になってしまうといことがございますので。保護者や地域の住民の皆さん方に子供た

ちの姿に関心を持っていただいて、日頃から街頭指導というほどでもないのでありますが、

あの子は大体何時頃帰って来るんだということに関心を持って見ていただくよう、学校を通

じてお願いをしていただいてきたところであります。 

それからこれは学校によって取り組みは若干異なりますが、子供１１０番の家というふう

なものをそれぞれもっておりまして、ある学校では、学期初めに子供たちと学級といいます

かその地区の担任の教師が、一緒にこの１１０番の家を１軒１軒回って、困った時には飛び

込みますから助けてくださいと。こういうことで挨拶をしたというふうな所もございます。 

それで私共が各学校に対して、特に下校時の安全ということで、今のようなことを要請し

てまいったわけでありますが、学校では通学路にそれぞれ一人ひとり、子供たちが一人ひと

りどこをどういうふうに帰って最後に自宅にたどり着くかということを、この通学路のマッ

プに落としまして、特に危険と思われる場所あるいは最後に一人で歩く距離が長くなる子に

ついては、例えば防犯ブザーを貸し付けるとかといったふうな対応もしてございます。 

今は各学校共、おそらく全校でやっていると思いますが、複数学年をまとめて帰します。

単独の学年ですと、２人になれないこともあるものですから。そしてそれぞれ帰した後、今

ほど申し上げましたマップの中で特にやっぱり注意が必要だと思われるような場所について

は、職員が車でパトロールして見守っているという状況でございます。 
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またほかにもいろいろ報告申し上げたいことがありますが長くなりますので・・・失礼い

たしました。もうひとつ、ちょうど運良く今年度新潟県から委託事業で「スクールガード」

という事業を実施することができました。これは各学校が私共の要請に基づきまして、地域

の皆さんの中から子供たちの通学路の安全を見守ってくださるボランティアを募集して、そ

れぞれがお願いしているところでありますが、このボランティアの皆さんを指導していただ

く、スクールガードリーダー２名を委嘱いたしました。そしてこのリーダーの皆さんとボラ

ンティアの皆さん一緒に勉強していただく研修会も開いたとこであります。 

まだまだこのボランティアの皆さんの数も十分とは申し上げられませんので、今後とも各

学校を通じてお願いをしてまいりますし、必要があれば学校長と教育委員会の連名でのお願

いの文書も作ってまいりたいと、こんなふうに思っております。 

それからこの関連で申し上げますと、不審者のことがあってもなくても必要なわけであり

ますが、子供たちに地域の皆さんに対して自分から積極的に挨拶するように、という指導を、

春から特に徹底してやっていただいております。私もびっくりしましたのが、中学生から「こ

んにちは」と声をかけられたことは今まで全くなかったのでありますが、今年の夏あたりは、

中学生からも「こんにちは」というふうなことで、家の前で声をかけられることが度々ござ

いました。やはりこのようにして地域の皆さんに対して、自分からきちんと挨拶をして、自

分に関心を持ってもらって、そして結果として見守っていただくとこういうことが大切だろ

うとこんなふうに思っております。 

それから２点目でありますが、今申し上げましたように集団で複数学年、小さい学校では

複数学年集団で下校させますので、どうしても議員のお話にありましたような課外活動とか、

あるいはちょっと残って３０分、１時間勉強しようかというふうな時間が取りにくくなって

いるということはそのとおりであります。が、こういった活動、特に課外活動とか教師と生

徒のそういった少人数でのふれ合いという時間をなくしてしまっては、学校の教育効果とい

うものが十分発揮できなくなることは明らかでありますので、現状では子供たちに大きな影

響が出ない範囲の中でやっていると、こんなふうに考えております。 

それから安全と学力、これを両方両立させなければならないというところで、ご指摘にあ

りましたように校長も私共も非常に悩んでおるところであります。安全ということだけであ

れば早い時間に、極端な話がバスに乗せて１軒１軒送ってしまえば、これは実際問題できな

い話でありますけれども。保護者に迎えに来てもらうとかそういったことをやれば、これは

安全、安心であります。しかしそれだけでは今ほど申し上げましたような学校での教育効果

というものが、非常に難しくなってしまうということから、今の段階では先ほど申し上げた

ような対応をさせていただいておるということでございます。 

学力と安全の両立でありますが、これにつきましては各学校で当面は基本的な生活習慣を

確立する。一言でいってしまえば早寝、早起き、朝飯をしっかり食べて、学校から帰ってか

らもテレビばかり見ているのではなくて、少しは勉強もすると。こういったことであります

けれども、それをしっかり身につけさせたいというふうに思っております。それからもうひ
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とつは、さっき申し上げた地域の皆さんに自分からきちんと挨拶ができるような、そういう

子供にしたいということで当面は何とか対応をしてまいりたいと、このように考えておると

ころです。以上でございます。 

○和田英夫君  大変それぞれに前向きな答弁をいただいたわけですけれども、私共議会は、

執行部の答弁に「いやあ、ありがとうございました、よかったよかった」と手を叩いていら

れないのが私共の立場でありますので、再質問をさせていただきます。 

３ 空き住宅の活用を 

始めの市長からの空き住宅については、非常に予想以上に親切な答弁だったと思います。

思いますが、しかし市長も言ってるように今までの市営住宅入居状況をみれば、そうであっ

たらじゃあ市営住宅をまたどんどん造るかとか、あるいはお金がないからじゃあこういう空

き住宅でとか。私も今までの議会の中での質疑で、そういう提案をしていたわけですが、既

にもうやらなければならなかったことを漸くやるようになったと。こういうことですから市

長もそうですが執行部、ちょっとこの辺、空き住宅の活用については、ややゆっくりだった

と言わざるを得ないわけであります。 

ぜひこれは都市計画課長になろうかと思いますけれども、入居希望者についてアンケート

ですね、アンケート。この意向をきちんとつかみながら、片一方では空き住宅は実際どのく

らいあるか。あるいはそれは個人の所有物ですから、どなたが担当だかわかりませんが早急

に。やはり市が、そういうのであれば提供してもいいですよと、こういうのをきちんと早急

に調べる、このことがやっぱり。これもわかった、わかったで、１年も２年も向こうへ行っ

たんではうまくないわけでありますから、早急に調べるとこういう意欲を示していただきた

いわけであります。 

福祉施設の関係ですが、これは民間の法人がいろいろ積極的に取り組んでおられることは、

私も聞いておるわけです。そこで市長でも良いしどなたか担当課長でも結構です。民間の方々

からやっていただく、結構ですが、当面はさらに空き住宅をそいうふうな福祉関係で活用す

る必要はないのか、いわゆる現状を。そういう家庭、お年寄り、障害者のいる家庭はもっと

もっと欲しいんだという。したがって民間はやっているが、市ももうちょっとそこへやらね

ばならないんだと。こういう内容、実態がどうなっているかをちょっとお伺いしたいと思い

ます。 

１ 選挙管理委員会に伺う 

それから、選挙管理委員会についてであります。おっしゃることはわかるわけですけれど、

冬季間のことを考える、選挙結果を早く伝える、これももちろん大事であります。そうする

とこの発想というのは、昭和４０年以前、つまり投票箱をソリで雪道を運ぶときの発想なん

ですね。選挙管理委員長、今の市内の道路状況――今日は確かに降っている。しかももうひ

とつ考えなければならないのは、選挙がいつになるかわからないというのは、いわゆる衆議

院選挙なんですね。いつ解散するかわからない。したがって冬だかわからない、夏だかわか

らない。ただこの地方自治体は、おおむね合併なりいろいろなことがなければ通常は、例え
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ばわかりやすく言えば、もう１０月とか１１月、あるいは４月、５月あるわけですからね。

これは当該市の選管のその状況に応じて、これは決められるわけですから。雪が降る。１０

月の２３日に雪が降るでしょうか。今、異常気象という時代ですから、何とも言われません

けどもね。 

そこで、そうだとすれば、今の無雪化のこの時代に、１キロメートルから２キロメートル

の距離の差で、投票時間を１時間か２時間繰り上げる。このことは非常に私は意味が重いと

思うんです。つまり有権者が、公平平等に権利を果たす。このことからしても秋空の天気の

ぽかぽか陽気の日に、１キロメートル２キロメートルの差でもって。ここは私は問題だと思

うわけでありますので、時期をみて。ただし書きがある。ただしで冬季間になった場合には

これはいたし方ない。これは先ほどの選挙管理委員長の答弁のとおりでありますけれども。

こういうやはり現状をみた形で取り組むべきだと思いますが、いかがかと思います。 

任意の選挙公報。これは委員長が言われているとおりでありますけれども、逆に言えば今

度は有権者の立場で見るときに、候補者が俺は絶対死んでも出したくないといえば別だが、

できるならばやはりその出揃う候補者を、有権者の皆さんに正確に情報を教えるということ

であるならば、任意といいながらね――私はこの任意というのは、各当該実際の選管が広報

してもいいですよ、しなくてもいいですよと、そういう任意だというふうに私は受け止めて

いるんです。仮にするとするならばやはりこれは全員を、公報ですからね。公報ですからそ

ういう認識ですが、今一度ご答弁いただきたいわけであります。 

この期日前投票について。これは総務課長にお伺いします。選管の委員会で、やはり１階

でやるべきだと１００パーセント一致しているわけですから。今までは今までとして、これ

から例えばこの本庁舎の正面、あこは相当に広いわけですし、聞いてみたら必ずしも固定的

なきちんとした造作をした部屋でなくても、ある程度きちんと囲ってあって、今言ったよう

に鍵がかかるという、そういうこともあるわけですけれど。その辺でやはりこれから前向き

にこの期日前というのは、１階でやるべきだと。正面でやるべきだと。こういうことで取り

組む用意があるかないかお願いいたいわけであります。 

選管の委員長、もう１点。最初のときに私が質問したのがちょっと落ちているのでお願い

します。つまり期日前の理由。期日前投票に行くとどういう理由ですか、ということですね。

それが先ほど言ったように、仕事の都合、あるいは妊娠などの理由とか、冠婚葬祭とか旅行

だと。ところが例えばお年よりは、どうも予報では選挙投票の日は天気が悪いようだが、今

日は天気がいいから今日行っておこうかなという方も、これは決して私は悪いと思わない。

そうすると、だからしたがって私はその理由づけの中に、例えば体調不良とか、あるいはそ

の他の項目を付けて、気軽にチェックすれば投票できるという、これはひとつ提案でありま

すけれど。そういったことでできるだけ大勢の皆さんが投票に行ける、行ってみようと、こ

ういうふうにお願いをしたらどうかということであります。 

２ 安全な教育環境と学力について 

教育関係であります。非常に取り組んではいることはわかりましたが、担当課の教育委員
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会でいろいろ気をもんでいるが、全国的なもちろんそういう悲しい事件が発生しない方がい

いわけですから、その程度の取り組みで事なきを得ればそれはそれで幸いなんでありますけ

れども。私も地元の小学校に行ってみたら、確かに俗に言う不審情報というのは学校には届

いている。それで教育長あれですか、これはことこういうことですから、ぜひ保護者なり場

合によっては市報などに、やっぱり何がしか市民に知らしめるという姿勢がやはり私はあっ

ていいと思うんです。そういうこと。 

それから確かに、複数の下校なり下校マップも私の近くの学校も作っていて、これは非常

に前向きに取り組んでいるということは承知をしているわけでありますけれど。ぜひ私はこ

ういう時代ですから、ＰＴＡなりあるいは新聞報道でいえば地域によっては老人会なり、そ

ういういろいろな組織との連携で地域の子供を守るという機運を盛り上げておるようであり

ますので、そういったことでの取り組みをお願いしたいわけであります。 

学力の低下。これは難しい。そこで教育長、私は、かねがね提案しているんですが。後で

同僚議員も何かちょっとそういうのが出るようでありますけれども。今、この犯罪も含めて、

いわゆる学校５日制の関係で学力の低下が心配だという。全国の自治体においては、例えば

夏休みを若干短縮して、そういう足らざるところを補うというようなところが出てきてるん

です。私もゆとり教育あるいは総合学習という目的は目的として、また否定をするもんじゃ

ありませんけれど。そうはいっても家で宿題する、自発的に勉強をするというのは、なかな

かどうも統計学的にも日本は少ないようでありますから。ぜひ私は、南魚沼市の教育委員会

としても、例えば土曜日なりあるいは夏休みなりは、総合学習的なところにウエイトをおい

てする。そして平日は、集団登下校の関係もあるから、もうちょっと学力に軸足を置いた教

育方針があっていいんじゃないかという気がするわけであります。 

そこで今、南魚沼市のホームページで、教育委員会のものが親切に出ておるわけでありま

すけれども、これは１７年度のこの教育方針なんですね。これが市のホームページに出てる。

残念ながらこの中に、犯罪、安全、児童生徒自ら身を守る、あるいは学校関係で身を守ると

いうようなニュアンスの言葉が出てきていないんです。私もかなりこれは何回も読んだ、読

み返した。そういう意味では、まだまだそういう意識がないような平穏な教育現場であれば

望ましいわけですし、現状そうだと思うわけでありますけれども、もうちょっとやはり起き

ないうちに。起きてからでは遅いわけですから。起きないうちにきちっとした全体的な、ト

ータル的な、ひとつの教育環境、教育プラン、教育費用。こういうことで取り組む必要があ

ると思いますけれども。ご答弁をお願いします。 

○市   長  ３ 空き住宅の活用を 

空き住宅の活用の件であります。和田議員さんもご存知でしょうか。私も若干、その住宅

入居の選考委員を務めたこともありまして。今は皆さん方、例えば新しい綺麗な住宅には入

りたがります。ですので例えば昔、八幡の――今もありますが――町営住宅。昔の六日町で

すね。ここが空いたときに募集しても、ないんです。上町は取り壊しましたけれども、上町

というときは、ないんです。ところが、県営とか新しく建てた町営住宅になりますと、申し
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込みが殺到するということなんです。そういう部分がずっとありましたので、やはりちょっ

と古い所とか、そういうところはなかなか敬遠されているんだなという気がありました。 

それから後は場所ですね。結局都合のいい、非常に便利なところには来たがる。ちょっと

へき地というと失礼ですけれども、辺地の方に行くとやはりそうないという。そういうばら

つきがありまして、今まではこの空き家を、では住宅的に活用できるかどうかということは、

私はあまり考えないできました。 

ただ、今そういうご指摘、ご提言も受けましたので、ほんとうにそういうニーズがあるの

であれば、これは活用した方がいいわけですので、今度は調査をさせていただいて、そうい

うことがあれば活用していきたいということでありますのでご理解いただきたいと思います。 

福祉施設の部分でありますけれども。これを今、市の方で、先ほど申し上げましたような

デイサービスだとかグループホームだとか、そういうことには取り組む今のつもりはありま

せん。民間にお任せをしようと。また、あそこに苗場福祉会がこれから特養の建設が始まり

ますが、この皆さん方も、小規模多機能型をもっと広げていきたいとか、そういう希望も持

っておりますので、これはもう民間にある程度やっていただければありがたい。 

市として取り組むべきことは、介護保険法もああいうふうに改正になりましたので、予防

介護、これにやはりきちんと取り組んでいかなければならない。病院等を活用したなかで、

筋トレとかそういう部分、そういうことにやっていきたいと。 

障害者福祉施設につきましては、これはまだちょっと施設の不足はありますけれども、障

害者福祉計画を今後また策定をしなければなりません。そういうなかでまたアンケート等を

とりながら、そういう需要がきちんとあるということ――需要といういい方は失礼ですが、

要望があれば、それはやはり市として応えていく部分があるのではないか、というふうに考

えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○選挙管理委員長  １ 選挙管理委員会に問う 

お答え申し上げます。まず１点目の投票所の開閉時刻ということでございます。先ほど申

し上げましたように、平成９年の法の改正によりまして、２時間繰り延べになって８時まで

と、こうことになったわけでございます。それとその後、平成１１年に地方分権推進一括法

案が通りまして、このなかで選挙法が改正になりました。従来は繰り上げ繰り下げについて

は、県の選挙管理委員会の承認を得ておこなうと、こういうことだったわけでありますけれ

ども、地方分権ということになったなかで、市町村の市長選挙あるいは町長選挙、市会議員

選挙。この選挙を除いて、いわゆる国権の選挙については、県に届出をすると。あと市町村

については、届出の必要がないと。こういうこととでございまして、それらを受けながら、

いろいろ検討をさせていただいたわけでございます。 

今回は初めての選挙でございまして、いろいろ設定をするにあたっては委員会の中で検討

をさせていただいたわけでございます。何れにしてもやってみなければ、結果をみてまた直

すところは直さなければならないだろう、ということも含めて対応させていただいたという

ことでご理解をいただきたいと思います。 
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それから選挙公報の関係でございます。これは先ほど申し上げましたように、あくまでも

本人が書面でもって申請をするということになっております。これはひとつの選挙運動にな

るわけでございますので、本人にあくまでも確認をしているわけでございます。それ以上ま

た、選挙管理委員会で対応するということになると、選挙の運動に協力していると逆に捉え

るわけでございます。本人から名前だけでも結構なわけでございますので、それらは本人の

自主性に任すということが、私は法の趣旨ではないかなと思って理解をさせていただいてご

ざいます。 

いずれにしましても、期日前投票の場所等も含めて、昨年の六日町と大和が合併してから、

４つの選挙があったわけです。無投票当選の選挙も含めてですね。ひとつが五城土地改良区

の総代選挙。それから農業委員会の委員の一般選挙。それから衆議院議員の総選挙。それか

ら市会議員の一般選挙。とこういうことで４つほどあったわけですが、それらを受けて、先

般の委員会のなかでもいろいろ問題点があるだろうと。合併して初めての大型の選挙である

し、問題点があったらひとつ、委員会のなかで検討しようと。こういうことで、期日前投票

も含め、あるいは投票時間の関係も含めて、検討委員会のなかで検討項目にはあがってござ

います。したがってひとつの案としましては、投票所を閉じる時間は統一に――一部どうし

てもだめですけれども――統一にして、逆に開票時間を若干遅らせるかということもひとつ

の案じゃないかというようなことも、意見で出ているわけでございます。今回の選挙を含め

て、さらに委員会の中では、検討させていただきたいと、こう思ってございます。以上でご

ざいます。 

○総務課長  １ 選挙管理委員会に問う 

それでは私の方から期日前投票の投票所につきまして、ちょっと現状をご説明いたしまし

て、ご了解いただきたいと思います。まず本庁舎でございますが、ご承知のように１階には

隔離された会議室はありませんし、また待合室的なスペースとしてかなり広い部分はありま

すが、その一角につきましては、ちょっと隔離いたしまして相談室ということで設置してお

ります。この部分につきましては、選挙期間中、投票所として一部隔離してやるということ

につきましては、相当広いスペースも必要になってきます。また夜間８時までやるわけでご

ざいますので、季節によっては暖房、冷房空調等につきましてもやはり問題等がありまして、

なかなか適当な場所じゃないという今の考え方でございます。本庁舎につきましてはそんな

理由で、今は１階に設置できない。エレベーターがありますので、エレベーターを利用して

何とか２階でお願いしたいということでございます。 

大和庁舎につきましても、１階につきましては、福祉の組織が重点的に配置されている関

係から、やはり相談室等が必要な状況でございます。大和庁舎につきましても、塩沢町と合

併したことによりましても、職員の数等につきましては、合併前とほぼ同じような体制にな

っております。そんななかで１階で設置は、非常に無理かなという考え方でございます。こ

れにつきましてもエレベーターがあります。それから塩沢庁舎であります・・・（「はい、よ

ろしいです」の声あり）そうですか。そんな状況でございますのでよろしくお願いいたしま
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す。 

○教 育 長  ２ 安全な教育環境と学力について 

お答えをいたします。不審者情報を市民にもと、こういうことでございます。私共も今こ

れにつきましては、例えば市の広報に載せるかどうか、検討を始めております。載せる方向

で何とか結論を出したいものだというふうに思っております。 

それから地域との連携の強化であります。ご指摘のように、これまではなかなか地域との

連携ということがうまくいっていなかったと、こういうふうに反省しておりますので、一層

地域との連携がとれるよう、教育委員会としても努力してまいりたいとこのように思ってお

ります。 

それから夏休みあるいは土曜日の利用であります。土曜日につきましては、この後の議員

の質問にありますので、ここではちょっと難しいということにとどめさせていただきたいと

思います。夏休みについては、唯一障害になりますのは、大和中、塩沢中の場合、生徒が通

学バスで各方面から通ってきているということです。これもできないという話でなくて、バ

スの確保さえできれば十分できることだろうと、こんなふうに思っております。これから、

その次の方にありますが、教育方針等々、次年度の方針等を定める際に、十分研究してみた

いとこんなふうに思っております。 

それからご指摘のように、１７年度の教育方針の中には、従来の教育方針踏襲とでも申し

ますか、あるいはまた私共が教育委員に任用されましたのが１２月末だったというふうなこ

とで、この安全ということに対しての目配りが欠けていたと。こういうふうに率直に反省し

ております。したがいまして、これもこれからまとめの作業に入っていきますので、その中

で反映できればいいなとこんなふうに思っているところであります。よろしくお願いいたし

ます。 

○和田 英夫君  １ 選挙管理委員会に問う 

市長、選管の委員長にも伺った期日前投票所ですね、場所。これは総務課長がいわれてい

るそれは無理からん話だと思いますが、既にこの本庁舎のまあまあ建設というか、改築とい

うかが俎上にあがっているわけでありますし。それから広域連合のからみがあって、機構も

また改革していくということですから。今日明日という意味ではないが、よりいろいろな面

での市民サービスという角度でするならば、将来的にはやはりそういった、市庁舎を改築す

るあるいは機構を変えるときに、それぞれの分庁舎を含めて、そういう方向での検討を私は

必要だと思います。それをまず。聞く相手を間違ったかもわからないが、市長にひとつそう

いうことで考え方を伺いたいと思うわけであります。 

２ 安全な教育環境と学力について 

それから教育長、そのバス。例えば小中学校のバスの手配なんて言って。次の世代を担う

子供たちを育てる、教育する、こういう大事なのに、担当の教育長がどうもバスの予算が、

そんな弱腰ではだめですから。ぜひひとつ子供たちを思い、担当課長として責任をもって積

極的に、市長と渡り合ってそのくらいのことはやるように。ご決意の程をひとつ伺って私の
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質問を終わります。 

○市   長  １ 選挙管理委員会に問う 

和田議員と同じでありまして、今のご質問を聞いている最中に、これはもう新しく庁舎を

建設する中で――新しくといいますか庁舎建設の中で、塩沢・大和庁舎も含めて考えていこ

うというふうに思っておりました。そういうふうに考えてまいりますのでよろしくお願いい

たします。 

○教 育 長  ２ 安全な教育環境と学力について 

力強い応援をいただきましたので、その応援を戴して市長に要請してまいりたいとこのよ

うに思います。 

○議   長  休憩といたします。休憩後の再開は、１１時１５分といたします。 

（午前１１時００分） 

○議   長  休憩以前に引き続き本会議を再開いたします。 

（午前１１時１５分） 

○議   長  質問順位４番、議席番号２４番・峠 佳一君。 

○峠 佳一君  １２月というのに大変な大雪になってしまいました。市民の皆様には、大

雪お見舞いを申し上げます。それでは通告にしたがいまして質問をいたします。今回は農業

問題と防災について２点ほどお伺いをいたします。 

１ 農業の問題について伺います 

最初に農業問題。まず今年の品質問題についてでございます。今年のコシヒカリの一等米

比率については、県全体で７９.６パーセント。魚沼全体で７７.６パーセントというなかで、

われわれ生産者にとっては、最悪の低い比率にとどまる結果になってしまいました。私は、

米の産地間競争が今まで以上にし烈を帯びている今日、まさにこれからが真のブランド維持

が実質的威力を発揮されるとことになる中で、大変憂慮すべき問題だと思っております。 

今年の品質低下の要因については、市長は１４日の所信表明で明らかにしております。コ

シヒカリＢＬ導入初年度ということで、さまざまな情報が錯誤しておりました。しかし品質

低下の要因ではないということですので一安心ですが。品質低下に伴う経済損失は、南魚沼

市全体としてどれくらいの試算をしているのかお伺いをいたします。 

次に１８年産米の生産調整にかかる減量分は、需要実績をふまえて市町村配分を行うよう、

関係団体と連携して県に要望していると所信表明をされましたが、関係団体とはどこなのか。

またその見込みはあるのかお伺いをいたします。 

次に、食の安全、安心についてお伺いをいたします。農産物は品質確保が基本であること

はいうまでもありません。そして農産物は身体に直接取り込むのですから、何よりも安全で

なければなりません。今年は上越市の北陸研究センターで行われた、遺伝子組み替え稲の試

験について、大きな議論が交わされたところであります。今日は遺伝子組み換え稲について

は議論しませんが、生産者、消費者が遺伝子組み換えに不安を持つ背景には、やはり農産物

の安全・安心の、生産者によって消費者から信頼を得ること。そして産地の評価を得ること
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が焦点になっていると思います。要するに消費者から信頼される物作りという、生産者の強

い思いがあるからだと思います。 

私は農業を基幹産業に位置づけている当市としては、品質管理はもちろんですが、今の時

代、生産者のプライドとして、食の安全・安心が一番の課題ではないかと思います。そこで

食の安全・安心の確保の取り組みにあたっての基本的な考え方と、行政としての対策につい

てお伺いをいたします。 

次に経営所得安定対策についてお伺いをいたします。国ではこれまで品目別に所得補填対

策を講じてまいりました。食料、農業、農村基本計画を受けて、またＷＴＯがらみもあって、

支援対象を一定の規模、条件以上の担い手に絞り、複数産物の組み合わせによる営農が行わ

れている水田及び畑作について、品目を横断して支援する内容の経営所得安定対策大綱を１

０月にいたしました。これは農地改革以来の大きな農政改革という見方もあり、詳細につい

てはこれからということでございますけれども、現時点で、南魚沼市で新たな支援を受ける

農業者は何人くらいいるのかお聞きをいたします。また今後、当市における担い手確保目標

として、その確保のための方策についてお聞きをいたします。 

次に、農家への情報提供と啓蒙について。行政やＪＡをはじめ、さまざまな組織から大変

多くのチラシとか資料が配布されているところでありますけれども。しかしながら実態は、

高齢化や高齢者の農業関心度が薄れていることなどから、なかなか農業政策や米作りなどの

資料に目を通さないことも多く、また内容が簡単に理解されない。非常に難しすぎる。ある

いは判断に迷うこともある。ということであります。今ほど質問しましたけれども、米の品

質低下に対する理解についても、そして経営所得安定対策への対応についても、正直にいっ

て他人事と受け止めている農家が多いのではないかと思われます。 

こうしたことから、農業にとって必要な情報や行政施策のねらいを、個々の農家に理解し

てもらうためには、国や県の資料を配布伝達するだけでなく、南魚沼市独自のビジュアル的

な資料に加工するなど、何れにせよ魚沼産コシヒカリの主産地でございます。南魚沼市独自

の農業への理解周知対策を研究、検討してはどうかと考えますが、市長としての取り組み姿

勢をお尋ねいたします。 

次に農業問題、最後の質問となりますけれども、農林業団体についてお伺いをいたします。

国も三位一体改革や郵政民営化、それに伴う公的金融の出口としての、政府系金融期間の統

廃合なども新聞を賑わしているところでございます。まさに時代の変化の中で、従来の公的

組織や機関が大きく変わろうとしております。 

さて当市に目を向けますと、昨年度２つの森林組合が合併をいたしました。組織の体質強

化や機能向上に努めているところであります。市内の農業団体では２つのＪＡ、そして５つ

の土地改良区があります。それぞれが地域条件や構成員の意向を反映して、独立組織として

役割を発揮していることは評価するものであります。農林業団体の将来のあり方については、

各団体が将来構想の中で検討されるべきもので、議会や行政が関与すべきではないかもしれ

ません。しかしながら南魚沼市の新しい農業振興にあたっては、行政と農業団体は一体とな
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って取り組んでいかなければなりません。農業政策はこれから大きな変革が行われていくこ

とを考えた場合、南魚沼市農業の将来展望をしたとき、市長としては、市内の農業団体にど

のような期待をしているのかお伺いをいたします。 

２ 防災協定について 

２点目といたしまして、防災協定について質問をいたします。市は昨年１０月２３日の中

越大震災の経験をふまえ、防災無線を設置し、災害に強いまちづくり、防災に強いまちづく

りに取り組んでおることは承知しております。アマチュア無線家は今南魚沼市と湯沢町で６

０人ほどいるそうでございます。仕事や金銭上の利益を目的とした運用を禁じられているア

マチュア無線は、国が認める無線従事者免許が必要ですが、個人の無線機で連絡ができるた

め、緊急災害時には貴重な通信手段として活躍をしております。 

１９９５年の阪神淡路大震災のとき、あらゆるライフラインが寸断され、ほとんどの通信

手段が途絶えた中で、アマチュア無線家の連絡網が情報伝達や人命の救助に貢献しました。

過去六日町でも１９８０年代大きな水害がありました。あのとき水防資材の搬送が急務でし

たが、運送業者の運送経路の誘導には、大変貢献されたと聞いております。ボランティア活

動としての存在意義も大きく、社会的貢献度の高さも注目されている通信手段であります。 

当市は、災害時救援物資提供に関する協定を、加ト吉さんや野口さんそれからＪＡしおざ

わ、三国コカコーラさんと交わしておりますが、南魚沼市と日本アマチュア無線連盟新潟県

支部六日町クラブと、大規模災害時における迅速かつ的確な情報の収集伝達を行うために、

防災協定を結んではどうかお伺いをいたします。以上答弁のほどをよろしくお願いいたしま

す。 

○市   長  峠議員の質問にお答えいたします。 

１ 農業の問題について伺います 

１点目の今年の米の品質問題であります。この低下、これは本当に台風、豪雨これらによ

って作況指数が予想以上に悪かったということで、私としても大変残念であります。この比

率でありますが、一等米比率。これは大和、六日町地域は７１.７パーセント。塩沢地域は６

５という数字が出ております。二等米比率が同じく大和、六日町地域は２６.１パーセント。

塩沢地域が３２.７パーセント。あと三等米比率は微々たるものでありますけれども、そうい

う数字が出ております。この経済的な損失ということになりますと、正確な数字は出ており

ませんが、今ＪＡさんに仮渡金が一等米で一俵２０,０００円ということであります。二等が

１８,０００円。三等が１６,０００円でしたか・・・１４,０００円でした、失礼しました。

そういう差額分を数量に直したりいろいろして換算していきますと、約５億円。この品質低

下による損失は５億円であったというふうに推察をいたしております。 

ただ今年旧南魚沼市では、生産調整の配分のなかで、地域間調整、震災で作付けできない

とかそういう部分も含めて調整をさしていただいて、約１００ヘクタールを数量配分より余

計作付けをさしていただきました。この効果が、収穫数量がそれだけ増量しているわけであ

りますので、１億５千万円から２億円前後かなと思っております。塩沢さんについては、ち
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ょっとこの数字が確か出ておりませんのでわかりませんが。そういう部分をこれは差し引き

ということにはなりませんけれども、作付けを余計できた増収部分で２億円弱。品質低下に

よる減収分で５億円。差し引き３億円強の経済的な損失だったろうと思います。大変な経済

的な打撃でありまして、ほんとに残念でありました。この損失については以上であります。 

２点目の需要実績を踏まえ配分すると。この関係団体というのは、ＪＡを含めた農業団体

であります。関係団体、特にＪＡであります。ご承知のように国からは新潟県に対しまして、

１８年産米の生産数量――本来であれば１７年より需要実績の増によって、５,０５０トン増

量となる予定でありましたけれども、県内の生産調整の取り組み不十分によることの生産過

剰分が８,６００トン。これは減じられましたので、前年より３,５５０トン収量を減らされ

たということであります。実質的には本来５,０００トン増えるわけでありましたが、生産調

整の未達成という部分を指摘されまして、これが今申し上げました８,６００トンであります

ので、差し引き３,５５０トン。 

私共といたしましては、これは全く私たちの責任じゃないわけでありまして、生産調整の

取り組みが不十分であった市町村に、もう全部配分してもらわなければだめですというお話

を、今までもずっとしてまいりました。いよいよ明日県から各市町村に、この配分が示され

るわけでありますが、現在のところこの３,５５０トンを７割。７割程度をいわゆる未達成市

町村に振り向ける。後の３割を均等に、という方向が非常に強いようであります。まだはっ

きりわかりません。これについても本来であればゼロとしてもらわなければなりませんので、

明日の内容によっては、一時的には返上ということも考えながら対応していきたいと。 

ただその理由が、どういうふうに理由付けるのかというのはまだわかりませんので、今こ

こで、いやそれについてはもう返上してくる、なんてことは申し上げられませんけれども。

理由如何によっては、もうそれは返上というぐらいの覚悟をもって、明日は担当から県に出

向いてもらおうというふうに考えております。 

食の安全、安心についてであります。遺伝子組み換えにつきましては本当に、実施をした

国の方では全く１００パーセント心配ないと。飛散の心配もないしと。そういうことで私共

が、これはちょっと私の提案で市長会に諮りまして、抗議文を送ったわけであります。その

ことについてわざわざ北陸農政局、あれは高田でしたか――上越の試験場の所長さんから、

私共の方にご説明に出向いていただきまして、説明はお聞きをいたしましたが。要はやはり

世論そしてマスコミ、それから消費者の皆さん方の不安、これが一番であります。絶対大丈

夫だといわれてもやはりあれだけの問題になりますと、どうしても不安を持たざるを得ない。 

しかも議員おっしゃったように、ＢＬ米を作付けしたその年でありますので、非常に私共

も遺憾でありました。今後ともそういう不安をきちんと払拭していただく上でやっていただ

くのは結構でありますけれども、消費者団体の方からは若干の問題があるというふうにもい

われております。そういう中でまた強行ということだけは絶対避けていただきたい。上越市

長も含めて、市長会としてはそういう抗議文を提出させていただきました。このことにつき

ましてはそういう経緯を踏んでまいりました。 
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そして市内で生産される農作物については、生産履歴、この徹底をやはり図らなければな

らないということであります。それから堆肥の利用、稲ワラの敷きこみ、これらを使って土

作りを励行いたしまして、化学肥料の低減、農薬の適正使用――できれば使わないという方

向でありますけれど――これに取り組み、そして消費者の求める安全で安心して食べられる

栽培方法、これらを促進していきたい。現在エコファーマーというのは市内に１名だそうで

あります。この増員を図っていきたい。そして徹底的に安全なんだという部分を指導したり、

また宣伝をしたりしていきたいというふうに考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

経営所得安定対策についてであります。市内には１０月末現在で法人を含めて認定農業者

は３４１であります。１９年から実施をされますこの新たな経営所得安定対策の担い手要件

を満たしている方は、このうちの１２５名、団体でありまして、全体の今３７パーセントに

留まっているところであります。市といたしましては、まず経営の耕地面積が４ヘクタール

に満たない２１６名の認定農業者の底上げを何とか図っていきたい。そして多くの認定農業

者が対象となるように取り組んでいきたいと思っております。 

また個別では要件を満たすことができないと、こういう方いらっしゃいます。兼業農家も

含めまして。この皆さん方には、できれば集落または地域で特定農業団体――これは集落営

農組織でありますけれど、２０ヘクタールという分でありますが――これを立ち上げていた

だいて、この安定対策の対象となるようにこれからも関係団体、特にＪＡの皆さんでありま

すけれども、連携を図りながら話し合いの場を広げて、制度の周知それから必要性これらに

ついて啓発を行っていきたい。 

そしてできうれば、当面は少なくとも各地区 1 箇所、１団体といいますか、程度の特定農

業団体を立ち上げられれば、というふうに考えながら行動していきたいと。市の目標の数値

につきましては、現在関係団体の皆さんと協議、研究中でありますけれども、４１０程度の

この担い手を育成確保したいという目標を立てて、今、頑張っているところであります。 

農家への情報提供と啓発であります。こういう問題を受けまして、市とＪＡ、県で、南魚

沼市経営所得安定対策検討会議を立ち上げまして、独自の啓発用のチラシ及びポスターづく

りに今、取り組んでおります。１月の早い時期に全戸配布できるものと思っております。ま

た担い手の皆さん方の対象者のリストアップ、これも行いまして個別に説明会を開くこと。

これもそういう方向できちんとやっていこうと決定しておりますので。 

何れにいたしましても、議員おっしゃったように,ただチラシを配った、ポスターを貼った

と、これだけでは不十分でありまして、やはり足で稼ぐという方向をやっていかなければな

らないと思います。今、申し上げましたように、個別のリストアップ等も含めてきちんとし

た説明をしながら、啓蒙啓発を図っていきたいというふうに考えております。 

農業団体についてであります。ご承知のように今市内には、農協が２、土地改良区が５、

森林組合が１ということでありまして、この皆さん方と農林業の振興につきましては、お互

い連携を図りながら取り組んでまいりました。今、農業政策は、一番の激動期、過渡期であ

りまして、この農業を官から民、こういう部分が非常に強く打ち出されております。生産調
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整につきましては特に各ＪＡが事業主体となる。これは１９年度からそういう形になります。

それで先ほど申し上げました市の経営所得安定対策検討会議、この場でも事務の移行そして

水田台帳データーの移管、これらについて今協議を行っているところであります。 

この農林業団体の皆さん方に期待することは、やはり今までどおりの既存の概念あるいは

枠組みにとらわれていてはもうだめだろう。新しい斬新な考え方をもっていただいて、それ

をきちんと実行していく。そして究極的には、できれば市が財政的な援助や人的な援助、補

助をしなくて、自分で本当に独り立ちできる。議員おっしゃったとおりであります。そうい

う方向をきちんと模索していただきたい。今般も来年度予算の要望等に訪れていただいた、

その関係団体、今申し上げた皆さん方には、それをお話申し上げております。いままでどお

り、ただこの部分が足らないから補助を出せとかそういうことでなくて、新しい事業、新し

い概念を持っていただいて、それによって自分たちの団体が独り立ちできる。そういうため

の補助や援助は一生懸命やりますから、ということは申し上げております。時間は若干かか

ると思いますけれども、そういう方向が一番期待するところであります。 

２ 防災協定について 

防災協定についてであります。議員おっしゃっていただいたように、日本アマチュア無線

連盟新潟支部六日町クラブ。会員数が今７０名で、市内会員６０名が登録されているようで

あります。これは申し上げるまでもなく、災害時には本当に貢献していただけるというふう

に思っておりますので、こういう団体の皆さん方から協力してもらうことは、大変有意義だ

ろうというふうに考えております。 

それで防災対策上この皆さん方を防災体制に組み入れるというには、ではどういう方法が

あるんだということであります。１つは市の地域防災計画の策定の中に、災害時に無線通信

業務の協力をおこなうアマチュア無線ボランティアの設置を規定いたしまして、要綱を定め

るというそういう方法が１つ。 

それから防災協定をお互いが締結すると、これが２つ目の方法。これらを想定しながら、

何れにいたしましても、地域防災計画を策定する中で、協議検討をさせていただきたい。Ｆ

Ｍゆきぐにさんともそういう面では、非常に密な連携をとっていこうということで今、話を

進めていますので、合わせてアマチュア無線につきましても、そういう方向を検討していき

たいというふうに考えております。よろしくお願いいたします。 

○峠 佳一君  １ 農業の問題について伺います 

農業問題につきましては、この後、何人か質問を出しておりますので、再質問はいたしま

せん。 

２ 防災協定について 

防災協定についてお伺いをいたします。今ほど市長の答弁では、アマチュア無線家とは地

域防災計画策定にあたって検討させてもらうというような答弁がございました。ぜひともそ

のように検討していただきたい、前向きな考え方で検討していただきたい、とこう思ってお

ります。会員の皆さんも非常にこの無線には長けた人たちでございまして、市では今、３億
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円かけて防災無線を設置しておるわけですけれども、我々はそれ以上に役に立つんじゃない

か、などと言っている人たちもいるくらいに、一生懸命取り組みをしたいというようなこと

を申しておりました。 

そこで、もうひとつお伺いしたいのは、今市が設置しております防災無線について。市長

は市政懇談会のなかで、子機については７０近く。６０から７０箇所くらい。なかなか２３

３の行政区全部には難しいと。かえって混乱を起こすのではないかというようなことで、７

０近くのところに設置をしたいというようなことを申しておりました。そこでどこの集落に

設置するとか、そういったものの答弁は要りませんけれども、例えば塩沢でいいますと清水

集落。当然あそこは考えておられることと思いますけれども、そういうところに設置した場

合、子機をどこに置くのか。清水、ああいった集落のどこに置くのか。おそらく個人の家に

置くよりないと思うんですけれども。この子機を扱う人は、非常に責任が重大でありますし、

３６５日、何がないとも限らない昨今でございます。特に地震は非常に多い最近でございま

す。 

そういった人たちと、どのような協定を結ばれるのか。私はおそらく希望者はいないだろ

うと。そんな常日頃こういったものを受けるのは大変だなと、いうような感じがしてこの質

問をしておるわけでございますけれども。どのようなことを市長は考えておられるのかお伺

いをいたします。 

○市   長  ２ 防災協定について 

アマチュア無線の皆さんとは、先ほど申し上げたとおりでありますので、前向きに協定を

させていただきたいと思っております。 

防災無線の子機の設置場所につきましては、やはり今おっしゃっていただいたように、孤

立するおそれのある部分、これはやはり優先的に配備しなければならない。そうなりますと

じゃあどこだということになりますが。私の概念の中ではやはり区長さん宅と。集会所とい

いましても、これはやはり常時使えないということになりますので、できれば区長さん宅。 

ただ、今おっしゃっていただいたような、本当に３６５日、２４時間全くその気が抜けな

いと、そういう部分も発生してまいりますので、これらは十分やはりその当事者になってい

ただく方と、きちんとした協議をさせていただいて、それなりのことはやっぱり考えていか

なければならないと思っております。 

まだ具体的に、どういうことを要求して、どういう補償的な部分をしていくか。そこまで

はちょっと今まだこちらで検討しておりませんので、今、議員おっしゃったようなことを含

めながら、きちんと私共の案を作って、そして該当者の皆さん方ときちんとしたお互い納得

のできる方法で設置をしていきたいと考えております。まだ具体的な案は今のところ持って

おりません。 

○議   長  昼食のため休憩といたします。午後の再開は１時といたします。 

（午前１１時４６分） 

○議   長  休憩を閉じて本会議を再開いたします。 



 - 28 -

（午後１時００分） 

○議   長  なお広井監査委員より家事都合により、午後も欠席の届が出ておりますの

でこれを許します。 

 質問順位５番、議席番号６番・関 常幸君。 

○関 常幸君  通告いたしました３点について質問させていただきます。 

１ 観光協会の早い合併を 

最初に観光協会の合併についてであります。私が市会議員へと心が動いた大きな理由の１

つに、浦佐の町に活力と元気を呼び起こしたい。３月３日の裸押し合い祭りのように３６５

日、賑やかな人々で溢れる町にしたい。その為には５０年いや１００年かかるかもしれない

が、私と一緒にその為に汗をかこうと皆さんに訴えて、大きなご支援をいただき、この議場

に立たせていただきました。 

今から２６年前、３０歳の時に浦佐多聞青年団のハッピを誇りに、最高幹部として伝統あ

る誇りを取り仕切ったものです。その後２年間は顧問として裸押し合い祭りを支える中で、

３月３日、１日だけの賑わいではなく、多くの行事・イベントをする事でまちが潤い、まち

を活気付けようと、アルコールが入るたびに話が出たものであります。 

それからです。町、農協、商工会、旅館組合等が地域ぐるみで多くのイベントを、試行錯

誤を繰り返しながら行いました。今年２０回を迎えた魚沼菊花展浦佐菊祭り、来年２０回を

迎える浦佐耐久山岳マラソン健康歩こう大会、そして関越高速道開通にあわせた千人稲刈り

に端を発した、田植え稲刈り教室西瓜祭り猫の手応援隊、等々であります。いつもその中心

的役割を果たしてきたのが観光協会です。 

今、スキー人口の年々の減少、昨年の地震の影響により、誘客人口は激減しており地域経

済や市民生活に及ぼす影響は大きなものがあります。今までのように企業誘致が難しくなっ

ている現状から、観光を核とした新たな地域産業の構築、振興が不可欠です。そのことを中

心的に担う観光協会が、南魚沼市に２つ存在するということは大変不合理であり、対外的に

もマイナスであります。新生南魚沼市の観光産業の新たなる再構築のために、１日でも早い

一本化合併が不可欠です。観光協会の合併進捗の現状と、そして合併の時期はいつ頃になる

のか質問いたします。 

２ コシヒカリ等級下落の原因について 

 ２つ目は農業問題で、コシヒカリ等級下落の問題についてであります。新たな食料農業農

村基本計画を受け、国は１０月２７日、経営所得安定対策等大綱を決定し、戦後農政の大転

換期を迎えようとしております。１９年度から実施される農業政策に向けて市、農業指導普

及センター、ＪＡ等関係団体が、いち早くその対策指導に乗り出しており感謝いたします。

市の基幹産業は農業と位置づけ、市章もコシヒカリをデザインしており、市長に農業、とり

わけ日本一のブランド魚沼コシヒカリに対する強い想いが伝わっております。私もその市長

の考えに共鳴し、農業振興には心血注ぐ覚悟であります。 

そこで私が懸念したことは、市長の所信表明でコシヒカリの一等米比率が大幅に低下した
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原因は、出穂後の日照不足、台風１４号の強風、その後の豪雨等の影響により、全地区で倒

伏し、乳心白、青未熟米が発生したためと。気象災害に起因していると話したことでありま

す。確かに気象によるところもありますが、ここ十数年異常気象は当り前、天気に左右され

ない米づくりに取り組んできました。日本一のブランド、魚沼コシヒカリが天気に左右され

てはならないからであります。 

品質低下をいち早く察知したＪＡ、振興局、農業指導センターでは、９月２７日より現地

調査を重ね、栽培技術によるところが大きいと数字をまとめております。一等米比率が落ち

た原因は、農家心情を考えれば理解できないわけではありません。魚沼コシヒカリの高単価

と温暖化により、茎数確保が容易になり、適正な反収以上を求めたことが原因だからであり

ます。平成１２年の年にも９月１４、１５、１６日のフェーン現象、翌月の降雨により、胴

割れで米の品質が悪くなりました。この時も異常気象という話は出ましたが、異常気象と原

因はせず栽培に原因ありということで、今日まで指導して魚沼コシヒカリを育ててきており

ます。 

市長が先頭に立ち、今一度コシヒカリの基本技術、土作りや過剰な茎数防止等を徹底しな

いと、トップブランドの魚沼コシヒカリの日本一はあぶないです。たとえどんな天気が来よ

うが、品質、食味は落ちてはいけないんです。これが日本一の魚沼コシヒカリの宿命です。

農業政策と同じくらいに重要で大切な問題と考えましたので、技術的な問題ですが市長に考

えをお伺いいたします。 

３ 子供の学力向上のために土曜日の活用を 

 ３番目の問題でありますが、子供の学力向上についてであります。子供は国の宝であり、

地域の宝であり、子供の健全な育成には地域をあげて取り組んでおります。私も４人の子供

に恵まれ、子供が小学生の時、通知表を持って来て、成績が上がると褒美をあげたことが懐

かしく思い出されます。我が子の成績、学力の向上を願わない親など一人もおりません。本

年の１月に実施した全県学力検査結果。これは通過率で表しており、７０％以上の回答率の

結果であります。小学生４年から６年生で国語を除き算数、理科、社会は県平均を上回って

おります。中学校は英語と１年生の理科を除いて県平均を下回っておりました。またほぼ全

ての中学校が参加しているＮＲＴ標準学力検査の結果ですが、ある学校の数値から推察する

と南魚沼市の中学生の学力は、全国を下回っております。 

来年度、魚沼地区に５番目として開校する津南の中高一貫高校の、先輩の村上中等学校の

２年生と全県学力検査を南魚沼市の２年生と比較すると、英語で当市で５３.７パーセント。

村上中等は９８.７、国語が５５.７に対して９７.５、数学でも６１.３に対して９８.７と大

きな学力の差が生じております。同じ２年生としてそれでいいのでしょうか。学校のシステ

ムが違うからということで片付けられない問題だと思います。 

今ここに中学生の将来の職業への希望、夢の記載があります。子供たちの将来の夢への自

己実現のためにも、学力の向上は不可欠です。そこでお伺いいたしますが、本年実施した全

県学力検査結果についてどのように分析し、当市の学力向上についてどのように思ったのか
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お聞かせください。 

 そして１４年度から学習指導要領により授業時間数が１,０５０時間から９８０時間に減

少し、教科内容も２割くらい減少したと聞いております。市教委として学力向上のために現

在学習指導センターにより先生の指導方法の改善は指導しておりますが、授業時間数確保の

ために今休みである土曜日の活用について提案をしたいと思います。 

 以上、質問を終わります。よろしくお願い致します。 

○市   長  関議員の質問にお答えいたします。大変志の高い。想いは私も同じであり

ますが本当に議員に立候補するその動機、そして決意等も述べていただきました。どうかそ

の情熱を永く持ちつづけていただいて、当市の発展に寄与いただければ大変ありがたいと思

っております。それではお答え申し上げます。 

１ 観光協会の早い合併を 

観光協会の早い合併をということであります。現在の状況をちょっと申し上げますけれど

も、現在までに予備会議を含めて３回会議を開催いたしております。合併予備会議が７月２

９日、これは両協会役員による会議において合併する方向で調査研究すること、これで一致

をした。合併前でありますので一致をしたところであります。そして第１回目の合併協議会、

これはこの８月２５日でございましたけれども、この予備協議会の話し合いを踏まえて、４

点を協議決定、確認したところであります。 

合併に対する基本的な考え方は、合併する方向で調査研究をすると。そして目標が１８年

４月１日というところであります。合併協議会を設置する、その構成メンバーはそれぞれの

協会役員各５名。そして協会の事務局長それぞれ１名、行政担当課長、これはオブザーバー

で３名、計１５名で協議会を設置するということになっております。役員事務局であります

けれども、協議会長は南雲勇 南魚沼市観光協会長であります。事務局事務所は南魚沼市の

観光協会事務所。そして合併方式は対等合併を基本とするということになっております。そ

してその他当面急を要する調整事項について協議をいたしまして、冬季パンフレットの作成、

イベント参加体制、スキー場安全対策協議会、予算等について意見交換を行いました。 

第２回目の協議会が１２月７日、つい最近でありましたが午後開催をいたしまして、これ

は協議事項に不備がありまして流会となっております。これは南魚沼市の方の観光協会から

合併に対して具体的な方針提案を行いましたところ、塩沢町観光協会側からは一方的だとい

う指摘を受けて流会となっております。あらためて両観光協会の事務事業等確認調整から協

議を行うこととした、ということで遅れているということです。課題といたしまして協会及

び観光資源の違い、これが大きく上げられております。南魚沼市の観光協会は祭り等のイベ

ント、これを主体とした温泉観光それにスキー、あるいはグリーンツーリズム、これらが主

体であります。塩沢町観光協会は特化しておりまして、スキー観光、これに特化した協会。

そして観光経済効果という規模の相違が非常にあるということであり、これはご承知のよう

に塩沢地域はあれだけのスキー産業が大きな経済効果を上げているわけであります。けれど

も南魚沼市側はそれほど大きな分野には至っていないという部分であります。それまでの構
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成町に占める割合ですね。 

そんなことでありまして、やっぱりお互いが譲るべきところは譲り、総合的に理解をして

いかないとなかなか難しい。不足の部分もお互いが補完できればということで、ここが上手

くできますと観光の相乗効果は非常に高くなる。ところが上手くいきませんと全く分裂して

めちゃめちゃになってしまうという危険性も非常にはらんでいるところであります。 

今後協会事業のあり方、合併協会の事務所理事配分、会長人事等、会費の分担これらが重

要な協議項目となると思っております。 

合併の時期についてでありますが、今までの協議では先ほど申し上げましたように１８年

の４月１日ということでありますが、この目標に向けて両観光協会が今後さらに精力的に合

併協議をしていただきたいと、私どもは願うばかりでありまして、現時点では非常に調整作

業が難しい局面になっている、厳しい状況だというふうに認識をしております。 

観光協会への１８年度の予算対応につきましては、とりあえず個別対応で予算要求が担当

課から上がってくる。そして合併した場合は合体予算にしていきたいと考えております。 

そこで、これは今までの経過であります。議員がおっしゃったように、商工会等もまだ合

併ができないとかいろいろありますけれども、これは内部的な事情といいますか合併をする

と不利になるという部分が県の補助金等についてありまして、これは調整すれば済むことで

ありますし、ある意味でお互いが相違点があって合併できないということではありません。

観光協会は今申し上げたとおり、やはりお互いに認識の差が非常にある。そういう中で遅々

として作業が進まないところであります。 

私どもが合併作業にどこまで介入するかということでありますけれども、当面は私は行政

が介入すべきではないという考え方を持っておりますが、内々にはとにかく市と町が合併を

してこれだけの形になったわけですから、目標に向けて、いろいろ困難はあってもとにかく

きちんとした合併をして欲しいということは、両協会長にはお願いをしてございます。その

中で行政側がどこかで采配を揮う場面が来るのかもわかりませんけれども、当面はやはり自

主的にやはりやっていただかないと、あの時行政がこう言ったからとか、行政がこういう指

導をしたからということで、後々不満が出たり、あるいは対応が誤ったりということが出て

くるおそれがございます。現在は課長にもそう言ってありますけれども、介入をしない静観

の立場をとる。ただ聞かれたことにはちゃんと答えなくてはなりませんし、市としての考え

方等は述べていかなくてはならないと思っております。 

何とか１８年４月１日に合併ができるようにと私は願っているところでありますので、ま

た議員からもその辺も含めましていい知恵がございましたらお貸しいただければと思ってお

ります。一番はやはり究極的には今までの体制がちょっと違っておる、これをどう調整する

かということと、最終的には会長人事、そこに持ってく。一番集中される部分ではないかな

と思っておりますけれども。この辺もいずれ遅々として進まないようでありますれば、私も

もう１度や２度は非公式であっても、合併促進に向けて動きを出していかなければならない

かという考え方でございます。 
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２ コシヒカリの等級下落の原因について 

コシヒカリの等級下落の原因であります。所信表明でも述べておりますが、もうちょっと

詳しく申し上げますと、この品質低下につきまして専門委の分析であります。出穂期これは

８月１０日前後でありますけれども、最低気温が非常に高かった。そして日照が不足。この

ために稈（かん）長が異常に延びてしまった。ここに９月７日の台風１４号のフェーン現象

で稲体が消耗したということであります。そして９月１０日の局地的豪雨で倒伏が、稈長が

延びた部分が助長されまして、ほぼ全地域で倒伏して、このために今度は光合成が進まなか

った。そしてデンプン蓄積が不足し、均一した登熟とならなかったため粒間に空隙が生じま

して、光の乱反射で白く濁って見える乳心白粒が多発し、整粒歩合も悪化。これらで一等米

比率が低下したという報告を受けています。これは専門委の分析であります。 

ただＪＡ魚沼みなみも同様の説明を報告会等でなされておりますけれども、おっしゃった

ように坪刈調査によりますと、年々増量傾向が顕著となっております。これがあげられてお

ります。そして増収基調も当然関連しているのではないかと、こういう考え方もあります。

ですので今後はその辺も十分注意をしながら、イモチに強い米作りこれはもちろんでありま

すけれども、今度は堆肥の利用や稲ワラの敷きこみ等を励行しまして土づくりを行って、気

象変動に強い栽培体系の構築をやはり取り急ぎやっていかなくてはならないという思いであ

りますので、関さんも専門的な立場からそれぞれご助言を願えればありがたいと思っており

ます。 

３ 子どもの学力向上のために土曜日の活用を 

３番目の子どもの学力向上のために土曜日の活用を、これは教育長に答弁をさせますので

よろしくお願いいたします。以上であります。 

○教 育 長  ３ 子どもの学力向上のために土曜日の活用を 

答弁を申し上げます。全県共通の学力テストあるいはＮＲＴの結果等についてはご指摘の

とおりであります。ただ学力テストにつきまして、全県共通でやっておりますので一部にお

いてまだ学習していない部分があったり、これはこの地域だけではありません、どこでもそ

うであります。この通過率だけで学校間のいわゆる評価をできるというものではないと、こ

ういうふうに聞いております。またＮＲＴの全国平均を依然として下回っているところでは

ありますが、しかし数年前からと比較いたしますと僅かづつではありますが、年々向上して

きている。現段階では「全国平均にはやや及ばない」というところまで向上してきたという

ことでございます。 

そこで全県共通の学力テストの結果、教育長はどうのように分析したか、ということであ

りますが、ここでは明らかに言えることは、おそらく他所の地域でもほとんど家庭で学習を

していないと思われる小学校においては、議員指摘のとおり全県平均を超えているわけであ

ります。最初にこれで比較はできないと言いながら、こういう表現をするのは矛盾している

と自分でも思いますが。ところが他の地域で本気になって勉強を始めると思われる小学校高

学年以降、中学校段階においては、この地域の子供たちはまだほとんど勉強しておりません。
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家庭でも一定の時間勉強するという、最初に和田議員の時に申し上げましたが基本的な生活

習慣、これを確立する必要があるこのように思っております。 

蛇足でありますが、先般中学校高校の校長の懇談会がありました。ここでも高校からもや

はりこの地域は勉強しないと、こういう指摘であります。そこで出た話題といたしまして、

進学を本気になって考える３年の９月になると、ほとんどの子供が３時間以上勉強するそう

であります。しかし１～２年の間は勉強したという子でも２時間以内、１割の子は全く勉強

していないそうであります。こういったところに大学進学へ揮わない、そういった一番の原

因があるかなとこんなふうに思っているところであります。 

それではこれに対してどうするかということでありますが、私ども学校に対してはとにか

く、私もあの先生のようになりたいというそういう姿を見せてくれと。言葉で言って聞かせ

て勉強がどれほど大切だと言って聞かせても、それは子供の心には響かないだろう。私もあ

の先生のようになりたいと、そういう姿を見せてやってくれと。こういうことでお願いをし

ております。要はやる気、志、そういったものをしっかり持たせれば、自ずから勉強もする

のではないかなとこんな風に思っているからであります。ただ毎々ここでも言うようになり

ましたが、早寝、早起き、朝飯しっかり食べる子は成績も良いとこういうことでありまして、

これが崩れておりますと、まず勉強する気力も起きないということだろうと思います。 

それから今ほど申し上げました、わずかづつではありますが年々向上しているということ

であります。これにつきましては議員からも指摘ありました学習指導センターで新米の先生

方の研修を一生懸命やってきているということでありますし、もう１つは学校が一生懸命努

力したと。職場で指導しているということであろうというふうに理解をしております。 

しかしそうは言いましてもこのままで良いという訳にはまいりませんので、現実に高校に

入るときには他の地域の子供たちとの競争が控えている訳でありますから、今後は夏休み等

の活用について前向きに真剣に考えたいと思います。 

ただ議員もご承知とは思いますが土曜日につきましては、今の学習指導要領が始まる際の

学校教育法施行規則上で公立学校の土曜日は正規の授業はできないと、こういう縛りがあり

まして、他所でやっておりますところはだいたいいわゆる特区でやっておる、というふうな

状況であります。私どもも夏休みの活用でも、やはりさらに他所との競争で不利だとなれば、

特区の申請も含めて対応してまいりたいと、このように考えておりますが、現段階ではまず

一番には生活習慣、家庭での学習時間の確保。そして２番目は夏休み等の活用。それでもま

だ不足だという時には土曜日の利用についても考えたいと。このような三段構えくらいのと

ころで考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

○関 常幸君  再質問させていただきます。 

１ 観光協会の早い合併を 

１番に観光協会の問題でありますけれども、今、市長言われましたように全体で３１９万

人の１６年度実績できておられるわけであります。その中で塩沢は１８７万人。南魚沼市で

１３２万人。確かに塩沢はそのうち１１１万人が冬で、南魚沼市は２０万人というような状
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況であります。ついては合併というのは、違うところが一体になってすごい相乗効果が出て

くるわけであります。ですのでぜひ、いろいろなことを市長が心配していたように、私も調

整作業の難しさ等々考えておりますので、このところは当面はみおけるということで良いと

思いますけども、これだけの３００万人が来るというのは、ただ観光協会組織だけの問題で

はないというふうに私自身思っているわけでありますので、ぜひ市長として、この予定され

た時期に必ず合併されるように指導力の方、お願いをしたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

２ コシヒカリ等級下落の原因について 

 それからコシヒカリの問題であります。平成１２年の同じような気象災害の時にたまたま

私が座長としておりまして、あの時県の専技も来ましたが、私どもとして天気のせいにする

のは、やはり技術屋として、取扱う行政としていかがなものかと。技術屋としてですね。そ

ういうふうな観点から、もし来年また同じ天気が来た時にまた天気のせいにしていったとき

に、これはもう確実に魚沼コシヒカリとしての地位は、下に落ちてくるという懸念があるわ

けであります。もっともっと私は農家に栽培技術の面で危機意識を持たないと、トップブラ

ンドの維持ができないだろうと。そういうふうな観点から申し上げておる訳でありますので、

今市長が話ししたことは私は間違いではないわけでありますし、私も重々考えておりますの

で。ぜひトップブランドであるが故に、より高い所に意識を持ってもらいたい、ということ

からでありますので、そういうことでひとつお願いをしたいと思います。今一度この問題に

ついてもお願いしたいと思います。 

３ 子どもの学力向上のために土曜日の活用を 

 子どもの学力向上についてでありますが、今、話されましたように私が一番共鳴したのが

基本的な生活習慣です。これなくして学力の向上はないというふうに私は思っておりますの

で、ぜひそこのところはしっかりと学校の中で、また家庭の中で、地域でやはり教えていか

なくてはいかないなというふうに思っております。 

そこでぜひ夏休みについてはそういう方向で検討いただきたいと思いますし、私がここで

土曜日の問題を取り上げたというのは、私も授業ができないということは知っておりますが、

例えば夏休みと同じような考え方で各学校が工夫をして、授業でなく例えば補習だとか全員

参加型をやるというふうな要望があった時は、ぜひ支援をしていただきたいというような観

点からであります。特に土曜日については、子供さんが家に帰っても親は働いている訳であ

りますので、１人になっている子供たちが３分の２以上いるということも聞いております。

親の面から見ても、家で何をしているのかという心配があるわけであります。そして先生方

も月曜日から金曜日までで、非常に忙しい、忙しい中で仕事をしていると。それがもし土曜

日にふっと１つの行事がいくことによって時間が取れたりもする。子供たちも学校に行く中

で学力がついてくる。というふうなこうプラスの面があるわけでありますので、確かに指導

要領の中で授業はできないことになってきておりますが、子供たちの学力向上のためにはや

はり工夫をして。各学校では工夫をしてやりたいといっているけれども、教育委員会でそう
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いう方針が出ていないと、なかなかできないなという声もあるようでありますので、よろし

くお願いをしたいと思います。 

以上で質問を終わります。 

○市   長  １ 観光協会の早い合併を 

再質問にお答えいたしますが、この観光協会につきましては先ほど申し上げたとおりであ

りまして、対外的にもそして地域の経済的にも、相当多大な影響を及ぼす組織でありますの

で、私もとにかく４月１日、これに向けて極力努力をさせていただきたいと思っております

ので、またよろしくお願いいたします。 

２ コシヒカリ等級下落の原因について 

 コシヒカリの方でありますけれども、おっしゃるとおりでありまして、毎年天候のせいに

できれば、これは簡単なことでありますけれども。今年は特にＢＬ米ということもありまし

た。そういうことの中で、それが原因ではないかというような風潮といいますか話もありま

して、それが原因ではなくてこういうことであったということに、相当説明の力点を置いた

という部分もあります。 

そういうこともありますが、毎年毎年天候に左右されるということであってはおっしゃる

とおり、もう魚沼米ブランドなんてものは彼方に飛んでいってしまうということであります

ので、危機意識を持ちながらまた栽培される皆様方も、本当にもう少し高い所で危機意識を

持ってもらって、本物の米作りをしていただけるように私どもも周知していきたいと思って

おります。よろしくお願いいたします。 

○教 育 長  ３ 子どもの学力向上のために土曜日の活用を 

土曜日については工夫はいたします。がなかなか難しいかなと、こんなふうに思っており

ます。ただ私どもも、かねてから各学校の独自性、自主性というものをもっと尊重していき

たいと考えているところでありますので、どこまでできるか、何ができるか。とにかく市教

育委員会としてできる限界くらいまで研究してみたい、こんなふうに思っております。これ

から開かれます教育委員会でも、きちんと報告をして対応についても研究してまいりたいと、

このように考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

○議   長  質問順位６番、議席番号１５番・樋口和人君 

○樋口和人君  「子育て支援基金」の進捗状況について伺う 

それでは一般質問をさせていただきます。子育て支援基金の進捗状況についてということ

でございます。このことにつきましては、市長、２年８ヵ月前になりますか、六日町時代の

町長選挙の時の公約にいろいろありました。その中の１つに「子育て支援基金の創設」とい

うことを挙げてありました。その当時、公約の中には公用車の廃止ですとか、あるいは水道

料金の値下げ等々ありましたし、また六日町小学校のプールの建設というようなことで、い

ろいろ盛り込まれていたわけですが、おおむね他のことについては、着々と進んでいる状況

だというふうに私は感じています。 

そこでこの子育て支援基金の件です。この子育て支援につきましては、国の少子化の対策
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の一環として平成１５年７月に次世代育成支援対策推進法が制定されまして、この指針に基

づきまして本年３月には南魚沼市でも「子育て親育ちレインボープラン」いわゆる「南魚沼

市次世代育成行動計画」が策定をされた訳です。そしてこの１０月には子育て支援全般を所

管する子育て支援課というのも新たに立ち上がった所であります。そしてこのレインボープ

ラン、この中身を見ていきますと次世代の親となる子供たちへの教育支援。そして地域にお

ける子育て支援。社会全体で子育てを支えるネットワークの構築。また行政としてのサービ

ス全般の質の向上。そしてこれらを結婚、出産、子育てまで連続性のある支援環境として作

っていく。というふうにあります。またこれを詳しくプランを見ていきますと、それぞれが

細かく子供たちの健全育成のためのメニューが綴られています。そしてこれらを通して子育

ての喜びを実感しながら、未来に希望を持ってそして安心して子供を産み育てられるような

支援を進めていくこと。 

このことはこの６月の定例会で市長施政方針の中でも述べられていることであります。そ

してこの内容については大変良いことだと思いますし、ぜひ順次進めていかなくてはならな

い政策だと考えています。 

しかしこのどれ１つをとってみましても、やはりかなり経費がかかる。そういう事業だと

考えています。そしてまたこの経費についてですけれども、今日皆さんの所にも配られた訳

ですけれども、財政健全化計画、これを作成しなくてはならないというくらい、市の財政も

非常にひっ迫しているという中であります。多分市長もこのことについて早くから考えてい

たのだと思いますけれども。子育て支援は民間と行政が一体となって行うものだと、こうい

う考えを示されました。そのための経費については民間企業にも呼びかけ、子育て支援基金

を創設してその資金の運用の中で子育て支援を行っていくんだということを、先ほど言いま

したように様々な場面でおっしゃっていました。 

またこの９月には従業員５０人以上で南魚沼市に本社のある企業に、先ほど述べました次

世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画についての説明と協力依頼の会を開催

したということでありますが、こうしたことを踏まえた中でこの子育て支援基金の創設に向

けて、現在の進捗状況はどのようになっているのか、お聞かせを願います。 

○市   長  「子育て支援基金」の進捗状況について伺う 

樋口議員にお答えいたします。子育て支援基金の進捗状況ということであります。その前

にこの後、阿部議員がいろいろ質問するようでありますが、ちょっと違った認識をお持ちの

ようでありますので１つ申し上げておきますが。今、触れていただいた公用車廃止という部

分です。私は公用車は民間委託をしますと。いわゆる市で、あるいは当時の町で車を持った

り運転手を出したりというそういうことは、極力避けていこうと。ですので公用車をなくす

るという意味ではありません。民間委託を進めて行くと。これについては選挙の最中にも、

では民間に任せて、町長専用車というのは走る町長室だが機密が保たれるのか、とかそうい

うご反論もいただきました。それについては一々お答えしてきたわけでありまして、ちょっ

と公用車廃止といいますと車が全部なくなるということでありますから、そういうことは申
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し上げた覚えは全くございませんのでよろしくお願いいたします。 

 その他のことはまた後ほどお答えいたします。この子育て支援基金であります。おっしゃ

るように私はこの子育て支援は、もう一行政だけでやっている時代ではない。またやっても

いけないし、やっても効果は表れないという考え方であります。そこで今おっしゃっていた

だいたように、ようやく国もそういう法律を作って子育て支援をして行こうと。そういうこ

との中で各地方自治体にも行動計画を立てなさいということが、法律で義務付けられた訳で

ありまして、その法律に法って私達は私達なりの行動計画を作りました。 

しかしながらそれだけでは不足でありますので、塩沢町との合併前でありますけれども、

市内の従業員５０人以上の企業の皆さん方３２社あったと思うんですけれども、１４社の方

がおいでいただきました。そこで皆さん方に基金の話、あるいはそれぞれの会社でできる子

育て支援策を、とにかく市と一緒になって進めていただけないかと、何一つでも良いと。そ

ういうことを皆さん方にお願い申し上げた訳でありますが、やはり景気動向も相当絡んでお

りますけれども、企業の皆さん方もこれ以上何かをやるなんてことになれば我々会社が持た

ない、というようなご意見もありまして、非常に前途は厳しいなという思いであります。た

だその基金は、お金を何百万とか何千万出してもらうということではなくて、例えば極論を

申し上げますと１円であっても基金に拠出してくれと。そういう共同意識を持ってくれとい

う意味であります。 

そこで今この状況下の中で、基金を１０億創設するのは非常に厳しい状況にありますが、

今現在考えておりますのは、幸いにも合併をいたしまして合併振興基金というのが今２４億

基金として積立てを始めたところであります。これは借りて積み立てている訳です。しかし

ご承知のように７割が金利も含めて交付税措置でありますので、７割分についてはいわゆる

ゼロのお金を積んでいるというふうにお考えいただければいい訳です。これは今調査中であ

りますけれども、基金の果実である利息はそういうことに使っても全く問題ないだろう。問

題は運用であります。今、超低金利でありまして、２０億円、３０億円といえども普通に積

んでおけば利息はゼロに等しい訳でありますのでほとんど運用はできない。運用の果実が出

てこないという。ここで例えば国債を購入するとか、あるいは繰替え運用が本当にできるの

か、一般会計の中でですね。あるいは今、土地開発公社で持っております借入金、これを割

合と高い金利の部分もありますけれども、例えば２％、３％くらいに落とした中で、公社と

の基金運用ができるのか。この辺は今調査中でありますが、中々まだ確たる返答がまいって

おりませんけれども。 

それらを勘案しながら最低でも国債利用ということになりますと０.２％くらい付く訳で

あります。０.２％何ていいますと２０億円であっても４００万円ですか、利息がですね。そ

ういうふうに限られてきますが、今、広域連合の方では６億円の基金を１０年ものだったか

５年ものだったかの国債。これは割合と利率が良いわけでありまして年間１,０００万円ちょ

っと超える利息を運用させていただいているところであります。 

いろいろ運用方法が、まだ確たる、こうできるとか、これは大丈夫だという部分が出てお



 - 38 -

りませんけれども、これらを考えながらこの２４億円その７割と思っていただければ結構で

約２０億円、これをこの基金の運用そしてその利息を、しばらくの間は子育て支援に集中さ

せていければと。そこに一般の皆さんあるいは企業の皆さん方が、額の多寡は問いませんけ

れども皆さん方から善意――善意といったって基金ですからいずれはお返ししますけれども。

当分の間、そういう善意をどのくらい寄せていただけるか。私どもも一生懸命また啓蒙した

り、お願いしたりしなければなりませんけれど、そこまで今状況が進んでいることをご報告

申し上げます。 

そしてもう１つ、やはりそうであってもこれがずっと運用できたことであっても、財源的

にはもう十分という訳ではございません。その中で塩沢地域の市政懇談会の中では若干申し

上げてまいりましたが、市民の皆さん方からこのことについてご負担をいただく方法も、い

ずれ考えなければならない時が来るかもわかりません、というお話を申し上げました。具体

的な手法とすれば、これはもう住民税の税率の引き上げでありますね。具体的にやるとすれ

ばですよ。本来協力金的にということもちょっと考えましたけれども、これはなかなかやは

り徹底ができないといいますか、そういうことでありますので、住民税を若干引き上げて、

その中でその引き上げ分は子育て支援に。何と言いますか特別立法的ですね、３年とか５年

とかそういうことの中でやっていけるか。これらも視野には入れながら、そういう状況にな

った時はそれこそ市民の皆さん方に、徹底的に議論を尽くさせていただいて、お願いをして、

ご了解をいただいて。議会の皆さん方からもご了解をいただいて、それをやっていくという

方向だと思います。まだそこまでやるということではありませんが、方法としてはそういう

方法もある。 

いずれにいたしましても相当の財源は必要であります。今１８年度予算をこれから組み上

げるところでありますけれども、子育て支援策を具体的に１８年度はどれとどれをやろうと

いうのを今策定中であります。非常に財源の都合でとは言いませんけれども、すぐやれる部

分と、ちょっとやっぱり時間をかけていかなければやれない部分と出てきますけれども、１

８年度にも新しい子育て支援策はきちんと打ち出していきたいというふうに考えております

ので、またご指導をよろしくお願い申し上げます。以上であります。 

○樋口和人君  「子育て支援基金」の進捗状況について伺う 

ありがとうございました。公用車については私の方の言葉違いで申しわけございませんで

した。いずれにしても公用車については、それぞれ委託等々でいい塩梅に進んでいるという

のは私も認識しておりますので、大変申しわけございません。 

 子育て支援のことなんですけれども、大変やはり私より先を考えているんだなという思い

がするわけですけれども。やはり今も、これからまた出てくるようですが学童保育の件で、

これからもっと増やしたい、あるいはニーズが増えてくると。やはり財源が必要になってく

ることが大変多くあるわけです。１つはやはり子供たちを、地域の皆が自分達の子供として

どうやって捉えていくかということでしょうし、それは先ほどの学校に通っている子供たち

の安全ということにも関わってくるわけです。やはり地域のコミュニティとして子供たちを
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見守っていく。そのための思いというか動機付けのためにも、市民の皆さんが少しずつ負担

をしていくという、今の住民税の引き上げという部分ですけれども、この点について言えば

六日町では過去には、ある程度小学校の改築に伴うようには固定資産税を少しポイントを周

りのところよりも上げるという例もありますので、ぜひそういった前向きな方向で取り組ん

でいただければというふうに考えております。 

これからどんどんと子供たちについてのニーズが高まってくると思いますし、子供の福祉

あるいは子育て支援というのは非常に多岐に亘っていますので、ぜひまた。私はある意味、

住民税あるいは市民の方に少しずつ負担というのは、良いことだと考えておりますのでぜひ

進めていただければと思います。以上です。 

○市   長  「子育て支援基金」の進捗状況について伺う 

ご理解をいただいてありがとうございますが、とにかく一生懸命に子育て支援というのは

今やっておかないと、全く禍根を残すということになるというふうに認識をしておりますの

で。ありとあらゆる方法を考えながら取り組んでいきたいと思っております。またご協力を

お願いいたします。 

○議   長  質問順位７番、議席番号７番・中沢一博君。 

○中沢一博君  公明党の中沢一博です。最初に新人として初めての一般質問であります。

失礼かつご無礼な点があるかもしれませんが、温かな目で見守っていただき、お許しいただ

きたいと思います。質問通告に基づき質問させていただきます。 

１ 地域安心・安全対策について 

連日マスコミ等にも報じられているように、子供の安全安心について、どこの家庭でも帰

ってくるまで心配でたまらないという声を多く耳にします。まずそこで地域安心・安全対策

についてお伺いします。 

まず１点目に通学路の総点検は済んでいるのか、再度お尋ねいたします。 

２点目に通学路における子供たちを狙ったと思われる不審行動者の掌握を、件数および内

容を含め、先ほど答弁もありましたが、補足の点もありましたらお聞かせいただきたいと思

います。 

３点目に地域における危険箇所・交通安全マップ等、各学校で作成しているかと思います

が、それをどのように地域に伝達しているのかお聞かせいただきたいと思います。 

４点目に地域防犯パトロールの実務を、本市についてどのように指針されているのか。長

野県においては、全県下小中学校の防犯パトロールを課したとマスコミでも報じられており

ます。本市における防犯意識の啓蒙と犯罪者への警告について、どうお考えになっているの

か。子供の安全を考えたとき、まずできることからと、私は１６０台あるといわれる公用車

に、防犯ステッカーの貼り付け等を含めて本市としても積極的に採り入れるべきと考えます

が、ご意見をお伺いしたいと思います。 

２ 子育て支援について 

次に子育て支援についてお尋ねいたします。子育て支援の要望でやはり多いのは、経済的
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支援を求める声であります。特に乳幼児医療費の助成については、自治体間の違いが明確に

現れることから、その評価は受けやすい政策のひとつであります。 

私たち公明党は生活者の目の視点で長年取り組んでまいりました。児童手当については、

来年度より対象年齢を小学校３年生から小学校６年生まで拡大。所得制限も年収７８０万円

から８６０万円まで緩和されました。これによって国民の９０パーセントが支給されます。

出産児童一時金も現在３０万円から３５万円へと公明党の強い要請により、与党の合意の決

定をみました。そして公明党は次の段階として、中学３年生までに拡大。金額も第１子、第

２子は１万円。第３子以降は２万円へと倍増を目指しています。 

そこで本市としてもどこまでも子育て支援を優先課題としているか。少子化対策をお尋ね

申し上げます。 

１点目に県下における本市の出生率の現況はどのくらいなのかお聞かせください。 

２点目に乳幼児医療費について。通院の現行５歳までを、小学校入学まで上げられないの

か。また現行の窓口負担を無料化に、将来を見据えた上での見解をお願い申し上げます。 

３点目に子育て支援における指定ゴミ袋の無料化についてであります。１歳未満の赤ちゃ

んの子育ての中ですごく感じるのは、赤ちゃんのいる家庭は紙おむつが出て大変だというこ

とであります。１日に７回から８回おむつを替えるといわれております。ゴミの半分近くが

紙おむつで、他のゴミは減らしてでもおむつだけは減らせないので大変ですと、子育て奮闘

中のお母さん方の声であります。 

本市は合併に伴い、新市は何が変わったのか。期待と不安の中、様子を伺っているのが現

実であります。さてそこで新南魚沼市誕生に伴い、１歳未満の赤ちゃんを抱える家庭に、家

庭ごみ袋の無料化支給ができないか。奮闘中のお母さん方の目の視線で支援を求めます。子

育てを社会全体で、南魚沼市はここまで支援していくのかと、他の市が共感をおぼえるよう

な市長の積極的な答弁を期待いたします。 

３ 健康づくり推進について 

次に健康づくりの推進についてお尋ね申し上げます。医療制度の改革大綱が決まりました。

今後具体的な論議が展開されるわけでありますが、あくまでも患者第一で、必要な医療はき

ちんと提供する。そのためにも治療中心から予防重視、つまり予防策の徹底による医療費の

抑制へ、大きく転換すべきと主張いたします。予防に力を入れていくことが、財政面の負担

を少なくするだけではなく、生活者の質を確保し向上することができます。具体的には予防

には転倒しないことが寝たきりにならない第一の方法と言われております。本市において健

康教室、筋肉トレーニング等積極的に採り入れ、一定の評価をデーターからも伺うことがで

きます。 

楽しいプールで市民との共同で健康づくり運動を持続的に展開していくためにも、筋トレ、

口腔ケア、栄養改善など考えたとき、全市で健康づくり推進員制度の配置等々、スポーツの

推進による介護予防の支援体制の整備をすべきであると考えますが、市長の見解を伺います。 

４ 観光対策について 
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最後に観光対策についてお伺いいたします。昨年来の風評被害における本市および県の復

興基金制度等の援助により、観光関連の産業は大変助かっております。やらんかとの思いが

感じられます。この南魚沼市において観光がなんといっても一番の即効力が見えます。昨年

減少したとはいえ、冬季における南魚沼市・南魚沼郡地域における入りこみ客は４９３万人

と数えます。単純には述べられませんが、１人１万円としても４９３億円というお金が動い

ている計算になります。そこで４点についてお尋ねいたします。 

１点目に南魚沼エリアにおけるＪＲ運賃値下げ要請についてお伺いします。東京から新幹

線で、南魚沼市に来た場合、湯沢と浦佐では往復で２９０円も多くかかります。特に旧大和

地区、六日町地区の観光客の多くから、運賃が違いすぎるとの声を耳にします。そこで１つ

は乗客率の低い時間帯を、南魚沼エリア全体１つと考え、地域期間限定を含めてでも結構で

すので、もっと低料金にできないのか。行政と観光協会と一体になった強い働きかけを期待

いたします。 

２点目に、観光客にやさしい情報提供システムの整備についてお尋ねいたします。ホーム

ページ等事実上考えているようですが、いつごろを目途に考えているのか。進捗状況をお尋

ねいたします。 

３点目に地域ブランドを生かしたイベント等の推進ですが、やはりそれぞれの地域の特色、

個性、アイディアを生かした地域ならではのイベントに重視をおくべきと考えますが、明年

度以降の予算化期待も含め、この点をお尋ねいたします。 

４点目に観光は地域一丸となって進めなければなりません。地域ならではの暖かさ、サー

ビスが求められます。近年団体からグループに、そして今後高齢者等にターゲットをおいた、

人に優しい観光地づくりに取り組むことが不可欠であります。そこで観光地におけるボラン

ティア制度の重要性が問われるかと思います。現在の進捗状況と充実も含めお伺いします。

観光は、特に南魚沼市は、地域経済の活性に貢献し、雇用の創出にも大きく期待が寄せられ

ております。ご所見をお聞かせください。 

以上大きく分けて４点お伺いし、第１の質問といたします。 

○市   長  中沢議員にお答えいたします。 

１ 地域安心・安全対策について 

質問事項の第１点の地域安心・安全対策の１番の通学路の総点検、これは後ほど教育長に

答弁をさせます。（２）の市内の犯罪被害発生状況でありますが、本年１１月末までの件数で

ありますけれども、南魚沼警察署管内。管内でありますのでお願いいたします。発生件数が

平成１７年は、１１月末でありますのでちょっと少ない数字ですが７８８件です。平成１６

年は９３８件あったということですので、これはもう少しまだ増えてくるものだろうと思っ

ております。そのうち窃盗犯が６３２件。 

刑法犯の罪種別内訳であります。平成１７年だけお答えいたしますが、凶悪犯６件。粗暴

犯１９件。窃盗犯６３２件、これが圧倒的に多いところであります。知能犯２５件。風俗犯

６件。その他１００件で、今現在７８８件。この凶悪犯はご承知のように殺人、強盗、放火、
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強姦、誘拐だということであります。粗暴犯は、暴行、傷害、脅迫、恐喝。知能犯が詐欺、

横領、偽造。風俗犯が賭博、わいせつ。その他は器物破損等ということになっておりますが、

この窃盗犯が一番多い犯罪件数であります。 

 場所別、町別でありますけれども、先ほど申し上げました１７年の７８８件の内訳は、わ

が市内が５０４件、湯沢町が２８０件。あと４件がその他ということで発生場所がはっきり

しないということになっています。今のところはそんな状況でございます。この状況はです

ね。 

 ３番の地域における危険箇所、それから４番の地域防犯パトロール。これらについても後

ほど教育長に答弁させますが、４番のこのパトロールの中での学校関係ではなくて、南魚沼

地域安全協会の取り組みについて若干ご説明を申し上げます。ボランティア組織、これは民

生・児童委員等による通学路等の安全パトロール。それから腕章着用や先ほど出ました車用

防犯マグネットシール装着の防犯パトロール。それらを今やっておるところでございまして、

ご指摘のように市の公用車にステッカーを張るだけでも確かにある意味では相当の効果もあ

ろうかと考えておりますので、今後それらについてもまた検討していかなければならないと。

まず学校側の安全対策と私共とが整合性を持たないと非常に無理だということでありますの

で、スクールガードでしたかの皆さん方に、私も初めての会合に出たときに、マグネットと

警報機ですか、鳴るやつ、それからあと腕章ですか、これらをそれぞれ皆さんに配付してい

たのを、私も１部だけ貰ってきて自分の車にマグネットを張って、飛んで歩いてまわってい

るということでありますが、非常にそういう面では確か効果があると思います。きちんとし

た方法を考えてみたいと思っております。 

２ 子育て支援について 

子育て支援についてでありますけれども、県下における南魚沼市の出生率の現況をまず申

し上げます。これは１年間の再生産年齢――言い方が失礼でありますけれども、こういう用

語になっておりますので――１５歳から４９歳にあたる女性の出生率を年齢ごとに計算して

それを合計したのが、合計特殊出生率というふうになっております。平成１６年度でありま

して旧塩沢町で１.５４であります。南魚沼市というのが大和・六日町が合併した部分であり

ますが、それ以前１５年度には六日町が１.６９。そして旧大和が１.３０でありました。この

３町分を今、合計いたしますと出生率そのものは１.４３ということに南魚沼市はなっており

まして、県内の９１市町村の中の５３番目というところになっております。 

実は興味深い統計もございまして、南魚沼市内に限りますけれども結婚をした夫婦のお子

さんの平均的な数は２.１であります。結婚しておりますと。ただ出生率そのものは１.４３と

かになっていくわけでありますけれども。そしてこれは全国的だと思いますけれども、昭和

５０年に調査した部分で、２５歳から２９歳の女性の方の未婚率は２０.９パーセントという

ことであります。平成１２年に同じ調査をしましたところ、未婚率が５４パーセントであり

ます。ですからいろいろ考えはありますが、結婚をした後に、わが市内はある程度お子さん

を生んでいただいている、２.１ですからそうそう多いということではありませんけれども、



 - 43 -

でもそういう方向がある。この２５歳から２９歳の方の未婚率、これは全国的でありますか

ら、わが市内もたしか同じような率だと思うんですけれども、結婚をしない、晩婚化。しな

い方と晩婚化が進んでいる。ここにやはりひとつの手を打たないと、生まれてくる子供さん

だけの対策であっては、なかなか少子化に歯止めがかからないのではないかということを、

この数値を最近みせていただいて思うようになってきました。生まれてきたお子さんたちに

対する支援は当然でありますけれども、生まれる準備をやはり何らかの形でやらないと、こ

れはいつまで経っても出生率そのものが上昇傾向にならないのかなという、そんな気もする

昨今であります。このことについてはただ行政が、結婚をするための手助けがどこまででき

るかというのが非常に難しいところがありまして、今、広域連合ではふれあいミーティング

パーティというのをやっておりますけれども、それ以外はほとんど、結婚相談員制度もなく

なりましたし、廃止をしたということですよね。需要がなくなりましたので。ですけれども

この辺のことはもう一度考えていかなければならないというふうに思っております。現況は

そんなところであります。 

幼児の医療費の窓口無料化の推進でありますけれども、これは有効な子育て支援策の一つ

であるということは十分承知をしておりまして、一応今までもその充実に努めてきたところ

でありますが、この医療費助成の推進、これもやはりもう少し進めていかなければならない

かと思っております。 

この一部負担金の５３０円を助成して無料化するために要する経費が、約１,８００万円と

いうふうにこの一部負担金の実績額から推計いたしまして、見込んでおります。また小学校

就学前まで助成拡大することについては、今までもお話申し上げてきましたが、約２,２００

万円の経費が必要かと。今、１８年度からの子育て支援策の中で、小学校就学前までの助成

拡大について相当絞り込んで検討を進めております。まだはっきりしたことは申し上げられ

ませんけれども。こ方向を強く推進してみるべきではないかという方向を今出しております

が、まだ予算概要が出ておりませんのではっきりはわかりませんけれども、そんなことを今

考えながらやっているところであります。 

３番目のゴミ袋の無料化。これはいいアイディアだと思います。まだ推計しておりません

ので、どの程度どういう費用がかかるのか。どういう問題点があるのかというのはちょっと

まだ、期間が議員から提案いただいてから短かったものですから、ごく具体的な提案はして

おりませんが、これは相当考えればやっぱりいいことだなというふうに思っておりますので、

ごくごく前向きに検討してみたいというふうに考えております。 

３ 健康づくり推進について 

健康づくり推進についてであります。推進員の配置でありますが、現況を申し上げますと

合併前の各町の形態を引き継いでまいりまして、保健衛生思想の向上と母子保健、それと住

民の健康増進。これはそういう目的の中で六日町地域においては、３０人の母子保健推進員

を今、おいてあります。大和地域では１０７人の保健委員を委嘱して、各種保健活動推進に

従事していただいているところであります。塩沢地域はこのいずれもなかったということで
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あります。ですのでそういう面ではゼロでございます。これもいずれやはり統一してやって

いかなければならないということになろうかと思います。 

それから食生活を通じて健康づくりを推進する食生活推進協議会、これもございまして、

旧六日町・大和は今年度統合して市の協議会となっておりますが、塩沢町のこの協議会はま

だ別個にございますので、これもなるべく早いうちに統合させていただいて、市一体の協議

会という方向で検討していくということになっております。これも検討はもう進めておりま

すので、早晩そういう形になっていこうかと思います。 

今後の方向といたしましては、これは平成１５年に施行されたそうでありますが、健康増

進法、この中で「生涯にわたって、自らの健康状態を自覚するとともに、健康の増進に努め

なければならない。」という国民の責務が謳われているわけでありまして、これは住民の主体

的な健康づくりを求められるものだというふうに理解しなければならないわけであります。 

こういう運動というものはなかなか都市化といいますか変な都市化が進みまして、住民の

連帯意識というものが非常に希薄化してきております。当市内においてもやはりそういうこ

とが顕著に現れてきているところでありますけれども、それにめげて、そういうことが推進

できないということでは困りますので、それらを克服しながら協議会的なものはきちんと組

織を作り上げて、運動を構築していかなければならないと思っております。 

来年度の新市の健康づくり計画において、統一した推進体制のあり方、ということできち

んとした検討をいたしますので、またよろしくお願いいたします。 

予防介護におけるスポーツの推進であります。ご承知のように今までは介護をどうすると

いう制度でありましたけれども、これからは介護認定にならないように予防していくという

ふうに趣がそういう形になってきたわけであります。今までは高齢者の寝たきり予防、これ

らの防止を目的にして転倒予防教室あるいは筋力づくり教室、それらが医療分野においては

パワーリハビリ等が行われてきたところであります。この今回の法改正によりまして、軽度

要介護者に対して、介護から介護予防に重点を置く法律の改正になったわけでありますので、

生活機能が低下していく介護が必要となるおそれが高いグループという特定高齢者と、それ

から低いグループ、一般高齢者にわけて予防事業を実施することになっておるわけでありま

す。この特定高齢者、非常に機能が低下していくおそれが高いというグループでありますけ

れども、この対象では、ハイリスクアプローチ。ここもちょっと横文字を使っておりまして、

なかなか一般的になじまない言葉であります。これを日本語に直してこいといっても、元が

こういうことを使っておりますので、だいたい感じとしてご理解いただきたいと思います。

ハイリスクアプローチということだそうでありますが、運動機能や筋力向上を目的に機能訓

練事業、筋力向上トレーニング事業、この実施を予定しております。 

一般高齢者を対象、これは低いほうのグループであります。今度これはポピュレーション

アプローチとか。よく中央の官僚はこういう言葉ばかり考えると思いますけれども、ポピュ

レーションアプローチだそうであります。これもいずれ日本語に直さなければならないと思

いますけれども、地域の集会等で行っている筋力づくり教室これらを普及していきたいとい
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うことであります。 

予防介護に止まらずに習慣病対策、これにおいてもちょっと嫌なことを書かれております

が、１に運動、２に食事、この後です、しっかり禁煙、最後にクスリだそうであります。ち

ょっと引っかかる部分もありますけれども、こういう運動の重要性が言われておりますので、

健康づくりに向けた運動の普及、充実にまた努めて行きたいというふうに考えております。

よろしくお願いいたします。 

４ 観光対策について 

 観光対策についてであります。ＪＲ運賃の値下げ要請。これはＪＲに対する要望というの

は、新潟県鉄道整備促進協議会がございましてそこを通して要望しているところであります。

ご承知のように特急料金は２００キロメートルを超えると、１００キロメートル単位の設定

でありますので、非常に東京から浦佐、これはもう長岡、燕三条まで同額であります。湯沢

を越えると結局高くなっているということでありまして、運賃の差は浦佐～東京間では、合

計しますと７,９７０円。越後湯沢～東京間が特急料も含めてでありますが、６,４９０円。１,

４８０円の差がある。本来浦佐と湯沢間であれば２９.７キロメートルということであります

ので普通運賃だと４８０円。この差は仕方がないといたしまして、非常に大きな差がありま

す。そこで私たちもこの割引、往復割引切符これらを発売したり、そういう割引策を講ずる

ように強く要望していきたいと思っております。それからスキー割引切符の復活をまたお願

いしたい。これは具体的に今取り組んでおりますので、またよろしくお願いいたします。 

 観光客に優しい情報提供システムの整備ということであります。ＩＴ化が急速に進んでお

りまして、この活用なくしてなかなか情報システムが広範に行き渡るということが難しいこ

とになっておりますけれども。観光イベントの動画配信、これもやっていかなければならな

いと思いまして、これはいわゆる地域の伝統・文化・自然これらの映像をＤＶＤに記録いた

しまして、インターネットで配信するという方法であります。あとは携帯電話やインターネ

ットをフル活用しなければならないと思いますが、まだこれは予算要求の内容を私が見てお

りませんので、いつからどうするということがここで確定的なことは申し上げられませんが、

担当課は１８年度予算の中にこの部分を要求してあるということだそうであります。付けら

れるか付けられないかはこれからでありますけれども。１日も早く取り組みたいという思い

に変わりはございませんので、よろしくお願いいたします。 

 地域ブランドを生かしたイベントの推進であります。これはもう本当にこれを生かさなけ

ればどこを切っても金太郎飴みたいな観光地であっても、とても私どもも太刀打ちができま

せん。できませんのでコシヒカリばかりではありませんけれども、そういうブランド名を生

かしたことをきちんとやっていかなければならない。その思いは本当に強く持っています。

大和地域では「田植え・稲刈りツアー」、五日町地域では「田植え選手権」これを今年始めた

んでしたか、そういうことで始めていただいております。そういう部分もまた新しいアイデ

ィアを生かしながらやっていかなければならないと思います。先ほどの関議員の質問ではご

ざいませんけれども、それに悖るようなコシヒカリを生産したり、そんなことでは困ります
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のでそういう部分も含めてしっかりとした対応をしていきたい。 

この地域ブランド名を生かした観光イベントというのは、本当に推進を相当していかなけ

ればならない。これは今ほど申し上げましたコシヒカリばかりではありませんで、八海山、

鶴齢、高千代そして越後ワイン、いろいろございます。他にも八色西瓜に八色椎茸とか食関

連を生かしたものが非常に多くありますので、それらを十分活用させていただきたいと思っ

ております。 

 観光ボランティアの育成・充実を。これももう本当にそのとおりでありまして、実は昨日

石打地区の区長会がございましてそこにお邪魔したわけでありますが、１名の方が、タクシ

ーの運転手を２４年間やってき他という方。今はリタイアしたそうでありますが、市内には

私を超える観光案内人はいないだろうというぐらいの自信を持っておりまして、全て市内の

神社仏閣にいたるまで全部説明ができると。案内ができる。そういう人を育てなければ、こ

の南魚沼の観光なんて名ばかりだよという苦言をいただいてまいりました。本当にそのとお

りでありまして、ただ見て来い、ただ行って来いだけでは、全く観光という名から外れてい

くわけでありますので。 

特に団塊の世代はそうだそうでありますが、大量定年退職をしてこれからゆとり、潤い等

を求めてそれぞれの観光地へ向かうわけでありますけれども、やはり体験・学習、学ぶそう

いう部分を持たない観光地については、なかなか見向かれもしないというお話もあります。

きちんとした案内もできてそして説明もできるという、そういう方たちを育てていかないと

なかなかこの市内の観光も、スキー観光も含めて飛躍的に伸びていくということには無理が

あるような気がしますので、これは観光協会、また担当課にもよく指示をしまして、そうい

う方向をきちんとうち立てて行きたいと。ちょっと時間がかかる問題だとは思いますけれど

も、そういう取り組みはきちんとやって行きたいと思っておりますので、よろしくお願い申

し上げます。 

 では今答弁できなかった部分を、教育長のほうから２～３点について答弁申し上げますの

で、よろしくお願いいたします。 

○教 育 長  １ 地域安心・安全対策について  

中沢議員の質問に答弁申し上げます。第１点目の通学路の総点検はできているかというこ

とでありますが、これにつきましては全ての学校で点検をしてございます。先ほど議員もち

ょっと申しておられましたが、それぞれ１人ひとりの子供たちが、友達と複数で下校して行

っても、どこで１人になってしまうかというふうなこともそれぞれ把握しておりますし、ま

たそういうところを重点的に教職員が車で見守りながら巡回しているということもやってお

ります。 

それから市内の犯罪被害の状況であります。全体につきましては先ほど市長からお話があ

りましたので、よろしくお願いしたいと思いますが。幸いにいたしまして登下校中の子供が

実際の被害にあったという事例はございません。ただ不審者じゃないかと思われるような人

たちが出没したという件数は、去年からの数は――きちんと数えていないので申しわけあり
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ませんが、約４０件くらいあったのではないかなというふうに思っております。今年の１月、

２月あの雪の中でもあちこちで出たりということがありまして、季節を問わず出ております。

ただこれが全て不審者だったかどうかは確証が持てません。中で一番多いのは車から声を掛

けられた、乗っていかないかとか、どこそこの家を教えてくれとかということが一番多かっ

たようであります。それから写真を撮られた、追いかけられた、ような気がする、も含めて

であります。 

中には運良く同級生の男子生徒が通りかかったら、男が逃げたとか、その女の子の父親が

傍を通りかかったものだから逃げたとかというふうな事案もございました。そんな状況でご

ざいます。最初申し上げましたように幸いなことに今現在被害は生じておりませんが、決し

て安心できる状況ではない、こういうことでございます。 

それから地域における危険箇所・交通安全マップの情報公開ということでございます。地

域における危険箇所を学校がどこまできちんと把握しているかということについては、正直

自信はございません。と申しますのは私どもも各学校には、地域の危険箇所は地域の皆さん

によく教えてもらえというふうに話をしているところであります。みんなこの地域の出身の

教職員が相当数配置されている学校であれば、こんなことを申し上げなくても自ずからわか

ってくることだと思いますが、よそから新採用で配置される教職員が一番多いというような

状況の中で、地域の危険箇所というのは正直把握しきれていないと私は思っています。です

のでこれについては、地域の方々に教えてもらったり、またそういうところの近くで子供が

遊んでいるようなときには、子供にも直接指導いただきたいし、学校にも通知していただき

たいというふうなことを、これは私が市民の方々にお話しする機会があればそれなりにお願

いしているところであります。 

ただ通学路において危険箇所があるかということにつきましては、これは各学校とも十分

掌握しているはずでありますし、また一部の学校には保護者と児童に一緒に歩いてもらう。

保護者の目からも点検してもらう、というふうな取り組みもしておるところでございます。

とにかく誰も気が付かないところに落とし穴があったというこということはどうしても避け

たいという思いでございます。 

その安全マップでありますが、これは全ての学校で作っておりますし、ほとんどの学校で

保護者、地域に配布してございます。ただ保護者には配布しているんだけれども地域の一般

の方には配布していないとか、あるいはスクールガードのボランティアをやっていただく方

には、配布してあるんだけれど保護者には配布していないとか、そういった多少のニュアン

スの違いはあります。この辺につきましては、保護者には全ての学校で配布していただくよ

うに話をしてまいりたいと思います。それから地域の皆さんに対しましても、ただ単にお願

いしますでは、やはり具合が悪いわけでありまして、こんなふうなところに特に注意してい

ただきたいというふうなことを説明する際にも、このマップを公開するということは非常に

大切なことだなと、こんなふうにこの質問を見ながら考えたところでございます。 

４点目の地域防犯パトロールでございますが、いわゆるスクールガードの取り組みを始め
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ましてから、取り組む学校が若干増えました。現段階ではボランティア等によるパトロール。

あるいはＰＴＡの役員によるパトロール。育成指導員によるパトロール。いろいろございま

すが、これらを合わせますと小学校２０校中１３校で行われております。 

このパトロールはやっていないけれども、下校時職員が危険な場所を重点的に見守ってい

るという学校もございます。この辺につきましても今、安心できる状況ではないということ

でございますので、一層学校にもお願いをしていきたいと、こんなふうに思っております。 

ただパトロールにつきましても全くボランティアでやっていただくわけでありますので、

何曜日の何時から何時にどうしてもここを回ってくださいということは、なかなかできかね

ますので、仕事のついででも、犬の散歩のついででも、買い物のついででも、子供達の安全

という意識を持って、子供たちを見守りながらパトロールいただくというふうなことでやっ

ていただきたいと思っております。やっていただけるボランティアの皆さんについても、も

っともっと輪が広がっていくように取り組んでまいりたいと、このように考えております。 

そしてご提案のありました市職員公用車のパトロールでありますが、これはまだ正直、実

際のところお願い、要請してはおりませんが、職員の通勤時、あるいは現場等への行き帰り

のとき、子供達の姿を見たらその様子に気を配っていただく、というふうなことをこれから

要請して行きたいと、こんなふうに思っております。なお大和地域では交通指導者を下校時

に時間の許す限り巡回していただいている、というふうなことを申し上げまして、答弁とい

たします。 

○中沢一博君  大変すみません。項目が多くなってしまって、他の大先輩の議員さんにご

無理を掛けているかと思いますがお許しいただきたいと思います。 

１ 地域安心・安全対策について 

地域の安心・安全対策についてでありますけれども、地域安全安心ステーションモデル事

業が各地域でも出発しております。私も長年ＰＴＡまた青少年育成会等を携わらせていただ

いておりまして、通学路の点検をさせていただきました。そして全体で感じるのが、とにか

く暗いということであります。特に集落と集落の境目が大変暗いということが、すごくやは

り感じられました。そして伺ったところ電気代を、こんなことを言ったら恐縮ですけれども、

区が負担しなければならないと。そういう意見がほんの一部ですけれども聞いたということ

がすごく胸が痛い感じがいたしました。また農作物への影響があるという、そういうことも

いろいろ聞いておりますけれども、全てを考えた上でもう一度再点検する必要があるのでは

ないかというふうに私は考える次第であります。 

また防犯パトロールのステッカー。たかがステッカーと言われるかもしれませんけれども、

私が聞いた話において、私はパチンコをしませんけれどもパチンコ店に行きますと、誰もが

わからないような声で「強化パトロール中」と流しているところもあるのだそうです。そう

しますと実はそういう思わしき人は、耳に入っているんだそうです。全然関係ない人は全く

知らない感じで聞いているけれども、じつはそれらしき覚えのある人は、ちゃんと耳に入っ

ているということを私は聞いたことがあります。 
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そういう面でも今聞いたときに、本当にこの地域は安全で安心で。そういうことを聞いて

安心しましたけれども、今後テレビであるようなことがないように、という思いで地域一丸

となって取り組んで行きたいと思う次第であります。私もいただけるならば喜んでステッカ

ーを貼って行きたいと、そんな１人であります。 

また水道の検針員の皆さん方も腕章等の配付等も併せて検討していただければありがたい

な、というふうに個人的には思っております。 

２ 子育て支援について 

あと子育て支援についてでありますけれども、先ほど市長から、本当に前向きなご答弁を

いただきました。特に指定ゴミ袋の無料化ということにいただきました。私なりにこの南魚

沼市におきまして、１歳未満のお子さんが何人いるだろうかと調べたところ４６０人でござ

いました。実際に１年間に何枚くらい使うか調べたら１２０枚くらいではないかというふう

にも聞いております。そのことを考えたときに、決して市全体として捻出できない金額では

ないんじゃないか、そのように思うわけであります。本当に子育て支援を優先課題としてや

っているのかということを考えたときに、できることから一つひとつやっていくというこの

行政の心意気を強く望む次第であります。 

また乳幼児医療費に関しましても本当に今後。今、自治体で半数が取り組んでいるという

ふうにも聞いております。これについてもいろいろ行政と、私は新人でありますのでわかり

ませんけれどもやはり前向きな姿勢で取り組んで、事業仕上げ、いろいろ騒がれていますけ

れども、そうした中で考えていって、進展して行っていただきたいなとそういうふうに思う

次第であります。 

３ 健康づくり推進について 

また健康づくりの推進につきましても、私事でありますけれども、私は卓球を長年やって

おります。それはやはり自分が肩こりをして頭が痛くて、ずんずんしてどうしようもなくて

医者へ行ったら。私はプツンといくんじゃないかと心配して病院に行きました。そうしたら

先生が何にもしないうちに、中沢さん、肩こりですよ、と言われました。もう恥ずかしい思

いをして帰って来まして、自分にできることは何かと思って、そういえば昔やった卓球だな

と思って卓球を始めて以来全く肩こりはおきておりません。 

私が知っている卓球仲間でも６０歳以上の方が６０人くらいおりますけれども、正に毎日

汗を流して一生懸命無理もせずに楽しく頑張っておられます。スポーツをしていて病院なん

か忙しくて行っていられないというような人たちばっかりであります。本当に医療に無関係

な元気な人たちばっかりであります。 

この将来を見据えた上で、私たちを初め、５０代、６０代がいかに大事であるか。介護を

１年でも先に見送られるような自分にしていかなければいけない。健康寿命をしていかなけ

ればいけない。誰もが思うわけであります。これを行政としても積極的にやはり支援してい

く必要があるんじゃないかと思う次第であります。 

４ 観光対策について 
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 観光についてでもありますけれども、県外の観光客で本市に来られて皆さんが一番言われ

たことは、案内表示板が少ないということであります。前にも多分こういう意見が出たかと

思いますけれども、とにかくなかなか現地にたどり着かれないという、そういう声を多く耳

にします。今はカーナビの時代とはいえ、やはり観光客に優しいそういう考え。また将来的

には今は観光情報等は、街燈とか案内板に携帯電話を使ったＩＣタグを埋め込んで、すぐ情

報がキャッチできる。もうそういう時代も到来しております。先、先のことを考えた上でや

はり前向きに考えていっていただきたいと思います。 

外貨をどうして稼いで行ったらいいか。本当にこの南魚沼市、合併してみんなが良かった

ということについて、一つひとつまずできることから実践していく。そういう積極的なリー

ダーシップを望みたいと思います。それで第２の質問を終了いたします。ありがとうござい

ました。 

○議   長  答弁は。 

○中沢一博君  以上、終了で結構です。時間がなくなりましたから。 

○議   長  質問順位８番、議席番号２番・今井久美君。 

○今井久美君  質問をさせていただきます。初めての経験であります。不備な点がありま

したらまた後日ご指導を賜りますようお願い申し上げます。私は先の選挙で最大のご指示を

得たものとして市民にうったえてきたこと、市民からの要望を順次議会で伝達すべく一般質

問をさせていただきます。 

１ 産業振興に積極的な支援を 

 最初に産業振興について伺います。議員となり先輩方のご意見を議会便り等で勉強させて

いただいたり、自分が選挙で訴えてきた教育・福祉・防災、いずれも市民にとって最も重要

であり、早急に取り組まなければならない課題であると思っております。しかし全ては財源

をどうするかということであります。手法の違いで意見は分かれても、行政執行部も議会も、

目指すは市民へのサービス向上であります。 

そのため財源確保が絶対必要であります。研修で財政状況も勉強させていただきました。

大変厳しい状況にあります。日本国、新潟県自体がさらに逼迫した状態であり、民間企業で

あったら大胆な再編策を示さなければ融資を受けられない、そんな状況にあります。市長所

信表明で財政健全化計画も今議会で示されるようです。本日提出をさせていただいて、私も

先ほど拝見をいたしました。歳入の確保もしっかり明記されております。ただ滞納の取立て

ということが、先ほど見た限りではかなりのウエートを占めるように考えております。 

 いずれにしてもこの財政健全化計画はともすれば削減オンリーとなりかねません。削減オ

ンリーは前進する目標を掲げないのですから、南魚沼市の縮小に繋がります。どうしても出

を制する削減の倍の力を加えて、歳入の確保に努力する必要があると考えます。民間企業で

いえば、リストラしながら営業力を増して、さらに再建をすることであります。合併により

新南魚沼市は、新幹線と高速のインターチェンジを３箇所持つであろう、関東上越圏に最も

接近したまちとなりました。 
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 今までにない旧３町を寄せた有形、無形の財産を保有することとなったわけです。この立

地条件は、市内の産業が発展する大きな要因であります。日本海を経由した中国・韓国、太

平洋を経由した欧米広域のどこに向かっても、輸送コストは他地域に負けない環境にありま

す。 

先日基幹病院の研修で山形県の米沢市に行ってきました。議会議長、副議長と懇談する機

会を得ました。現在の米沢市の最大の課題は、企業誘致との即答でありました。日本全国合

併が進み、どこの市町村も財政再建で管内の産業、事業の売り込みに必死のことと思われま

す。県産業立地課の今年度上半期の工業用地取得件数は２７件で、全国７位に上昇しており、

企業の設備投資意欲は進んでおります。管内企業においても設備投資意欲は向上しており、

既に工場増築に動いているところもあります。合併がなされた今、積極的に管内産業振興を

支援し、消費雇用の拡大、歳入確保に、職員、議会一丸となって向かうときと考えますが、

市長の見解を伺います。 

２ 五十沢地域の教育環境について 

 次に五十沢地域の教育環境について質問をいたします。先の答弁で、最近の悲惨な事件に

ついての教育長の答弁があり、重複しますのでその件については避けたいと思います。私は

地区住民が、市政についてどう思っているのだろうと考え、３２箇所において話を聞かせて

いただきました。福祉、除雪、防災、農業、基幹病院のことなど多方面の意見を聞かせてい

ただきました。順次機会を得て質問をさせていただきますが、今回は教育に関する２点につ

いて質問をさせていただきます。 

 五十沢地区には五十沢小学校と西五十沢小学校があります。五十沢小学校の学区に入ると、

児童が減少していくことと、校舎が老朽化して危険箇所が多くある話をよく聞きました。今

後どうするかということであります。各地区の相対的な意見は、児童が減少していく将来を

考えると２校の統合はやむを得ないとの意見が大半でした。担当課も意見の集約に努力され

ているようですが、今現在の進行状況、また老朽化による危険箇所の調査がなされているの

かお聞きします。 

 次に若いお母さん方から、六日町地区で五十沢だけ学童保育がないが、どうしても仕事を

続けなければならないので何とかして欲しいとの意見がありました。私が西五十沢小学校の

ＰＴＡをやっている頃は、全く話がなかったことでした。先輩の助言もいただきながら取り

組み始めたところですが、保護者の数もまとまって希望していますので、ぜひ実現させてい

ただきますよう、考えをお聞きします。以上よろしくお願いいたします。 

 最後に質問ではないのですが、議員となっていろいろ勉強していくうちに新南魚沼市を取

り巻く環境は本当に厳しい状況にあることを痛感いたしました。合併を成し終えた今、全域

の現状をしっかり把握して目標を定め、議会・執行部ともに進んでいく必要があると思いま

す。ともすれば執行部の監視に主力が置かれる議会ですが、もっと職員と議論しながら条例

案を作成することがあっても良いのではないか。日本国憲法で定められる地方議会の意義と

はどういうことなのか。理想かもしれませんが、政治は高い理想に向かって進む必要がある
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と考えております。議会の内部も地域、会派を越えてひとつのテーマに向かって、議員同士

がもっと議論できる場が多くあって欲しいと願っております。 

 私見を付け加えさせていただいて、質問を終わります。以上よろしくお願いいたします。 

○議   長  ここで休憩といたします。休憩後の再開は３時５分といたします。 

（午後２時４８分） 

○議   長  休憩を閉じて本会議を再開いたします。 

（午後３時０５分） 

○市   長  今井議員にお答えいたします。 

１ 産業振興に積極的な支援を 

質問事項の１点目であります産業振興に積極的な支援ということであります。まさに同感であ

ります。地域産業を活性化させるひとつの手段として企業誘致、これがあるわけであります。

今、景気が回復基調だというふうに言われておりますけれども、中央といいますか東京周辺に

限られていると。それから業種が限られているという部分がございまして、私どもの地域は、

今井さんもご承知だと思いますけれども、回復をしているという兆しにはまだ至っていない。

ただやはり中には、非常に好調な局面を見せている企業もございまして、設備投資、それらを

考えているということもお聞きをいたしております。ばらつきがあって非常に全体的な把握と

しては難しいところでありますけれども、そういう面では、特定的な部分についてだけいえば、

私どもの地域にもそういう面は若干現れてきたかということも、ないわけではないということ

でありますけれども。 

立地、いわゆる誘致をしてきてここに立地をしていただくという面については非常にまだ厳

しいものがあると。また新潟県もそうであります。ただ、先程、議員おっしゃっていただいた

ように、新潟県内は――これは新潟県でありますけれども、全国でトップクラスの優遇制度を

創設いたしまして、その効果だと思いますけれども２７件だったでしょうか、誘致に成功して

いるという、非常に実績をあげているところであります。県もこの企業誘致による産業振興、

これを重点施策として我々市町村ともそれぞれ連携をはかりながら誘致を進めていただいて

いる。私どもも県の東京事務所等とも密接な連絡をとりまして、それぞれ支援をいただいてい

るところであります。 

また、今、わが市内には立地にふさわしいといいますか、工業団地といいますか、これが造

成したところがほぼ１００パーセントと申し上げても過言でありませんけれども、売却をされ

ておりまして、新たな工業団地をではこれから造るのかどうなのか。この考え方も含めて、支

援制度の見直しをやっていかなければならないというふうに思っております。 

合併した後はこれらの課題も含めて、できればまた地域内発型産業、市内の中から新規の創

業者、あるいは起業者、これらも出てきていただきたいということで、育成、支援に向けた産

業振興の計画的推進をはかるために、南魚沼市産業振興ビジョンを策定いたしたいと。この策

定に向けて調査研究をして着手をしていきたいというふうに考えております。 

雇用の場の確保というのは、私が掲げております地域完結型社会をこの地域内に構築してい
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くという中の一番、最大の課題であります。若い皆さん方が学業を卒業した後にこの地域に戻

ってきて就職をしたいといっても、それにふさわしい職場がないというのがまだ現状でありま

して、塩沢地域の懇談会でもずっと申し上げてまいりました。今、市の保育士を来年３名採用

するわけでありますけれども、これに応募が９０名ということであります。ちょっとどう選定

をしていいかわからないぐらいの、３０倍でありますから、大変な状況であります。 

そういう部分、やはりある程度きちんとした企業がここにあって、雇用の場があればそうい

う部分も相当緩和をされるというふうに思っておりますけれども。そんな状況もありますので、

早急にやはりこのことはきちんと対応していかなければならない。ただ、相手がございますの

で、この辺も考えさせられるところでありますが、具体的な部分も議員からそれぞれ提案を受

けておりますので、それらも何とか法的な部分が許せば、きちんと整備をしていきたいという

ふうに考えておりますで、またご指導をよろしくお願いいたします。 

２ 五十沢地域の教育環境について 

 教育環境の中で五十沢小学校については教育長が答弁いたしますので、よろしくお願いいた

します。 

 ２番目の学童保育についてであります。確かに五十沢地域につきましては、今まで要望がな

かったのかどうなのかというところも含めて、この地域には学童保育が実施をされていないと

いうところであります。現在、そのお話が出ておりますので、平成１８年、来年度から開設を

すべく。この保護者会もできたというふうに伺っております。 

これからは補助基準であります放課後児童の１０人、この確保を何とか目指して、保育園、

小学校これの募集を開始いたしまして開設場所の確保。これも非常に問題がありまして、今現

在は学校を使うということがほとんどできない状態であります。これも今、教育委員会の方に

申し入れをいたしまして、空いている、使う必要のない教室等があったら開放していただきた

いと。それについての問題点はどこにあるのか。これらも含めて教育委員会と連携を密にして、

市として全力で取り組む所存であります。 

新年度予算につきましては、この１０人、そして開設場所。この条件さえ整えば予算化をす

るという予定でありますので、よろしくお願いいたします。 

 最後に、質問ではありませんでしたが、述べていただいたことでありまして、これはまさに

そのとおりであります。議員の皆さん方が、国でいえば立法府であります。どうかそれぞれ研

さんを積まれて、条例制定に向けて皆さん方が。条例制定ばっかりではありません、チェック

機能も非常に重要な部分でありますが、立法、条例を制定するということも、それぞれ念頭に

置いて、お互い研さんを深めながら。車の両輪というふうにいわれております。つかず離れず

の関係で、市民のために皆さん方からご奮闘いただければ大変ありがたいと思っておりますの

で、今後ともよろしくお願い申し上げまして、答弁にかえさせていただきます。 

○教 育 長  ２ 五十沢地域の教育環境について 

それでは、今井議員にお答えをいたします。五十沢小学校は昭和４１年の建築でございまし

て、老朽化が進んでおります。このため旧六日町の時代から、近い将来改築または大規模な修
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繕が必要というふうなことでありましたために、耐震調査等もしないで今日にいたったという

状況でございます。 

この後、仮に改築にいたしましても、統合にいたしましても、大規模修繕にいたしましても、

この校舎が一体どの程度の強度があるのかということは、把握しておく必要があると思います

ので、早急に調査を実施したいというふうに考えておるところであります。 

今年に入りまして市長から、この五十沢小学校をどうするんだと、こういうことで教育委員

会としての方向を出せという指示がございました。委員会に諮り、委員会で現地の調査をいた

しまして、まず保護者の皆さんのお考えを聞いてみようではないかということになりました。

それで８月２日に１回目の保護者との説明会、懇談会を持ったのでありますが、この日はきわ

めて参加が少人数でありまして、この説明だけでアンケートというわけにはいかないなという

のが、出席いただいた保護者の方のご意見でもありましたし、私どももそのように認識したと

ころでありました。 

その後なかなか保護者の皆さんが大勢集まっていただけるという機会が持てませんで、１２

月６日に２回目の懇談会を五十沢小学校で開催したところであります。この懇談会では五十沢

小学校及び西五十沢小学校の平成１７年度から２３年度までの児童数、クラス数の推移と、そ

れから小規模校の長所短所、これらについて資料を配付して説明を申し上げたところでありま

す。 

その懇談会でのいろいろな自由なご意見をいただいたところでありますが、結果といたしま

して結論的には、この日懇談会で配付した資料を添えて、保護者全員にアンケートを実施しよ

うということに結論を受けたところでありまして、１２月１４日にアンケートの依頼をいたし

ました。今月の２２日に回収する予定でございます。 

このアンケートの内容といたしましては、現在の学区のままがよい。つまりは改築がよい。

か、それとも五十沢地区１校に統合して、１学級あたりの人数もある程度確保した方がよいの

かということ。それから今の段階ではまだどちらともいえない、わからない。というふうなこ

の３つから選んでいただくというふうな形で構成されております。なお、選択肢がきわめて単

純でありますので、そのほか余白に自由にご意見を書いていただくというふうな欄を設けてあ

ります。そんなことで、どんなふうに地域の保護者の皆さんがお考えなのか。これをみさせて

いただいて、これを参考にしながら教育委員会としての意見調整をしてまいりたいと、このよ

うに考えておる段階であります。よろしくお願いいたします。 

○今井久美君  ２ 五十沢地域の教育環境について 

五十沢地域の教育環境について、学童については、市長さんの方から前向きな返答をいただ

きました。条件が整えばということです。 

また五十沢小学校含めた学校の統合関係、改築関係については、今現在の話を聞かせていた

だきました。ぜひとも子供たちにとって良い環境整備作りを、また努めていただきたいと、こ

う思っております。私も地域の議員として最大限また努力させていただきます。 

１ 産業振興に積極的な支援を 
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 １番目の産業振興ですが、これについては、私は先の市長さんの質問の中の回答の中にも財

政悪化の原因が、交付税の減少によるというような回答がありました。いずれにしてもこれか

ら大きくそういった部分で、依存型の財源が変化してくる。そういった意味で、合併をして我々

がもっているこの有形無形の財産を有効に活用して、民間活力を回復して、また雇用改善すべ

きだと。こういう点をこれからもずっと念頭にもちながら我々も議会も執行部もやっていくべ

きだと。 

どうしても国・県からの補助金、助成だけを頼っていますと、これから合併した大きな南魚

沼市、方向を失う、また金がなくなる、これは目に見えた話だと思います。そういった意味で

今後も恒常的にこの考えを持ち続けていただきたい。こうお願いしまして、返答はいりません

ので、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議   長  質問順位９番、議席番号２８番・若井達男君。 

○若井達男君  新庁舎の早期の建設を 

通告にしたがいまして一般質問をさせていただきます。新庁舎の早期の建設ということで通

告しておきました。本人はかなりピンボケた所もありますし、抜けた所が出ようかと思います

が、市長はひとつそれを超えた答弁をお願いしたいというふうに考え、よろしくお願いいたし

ます。 

 昨年の１１月１日、大和町と六日町が合併いたしました。南魚沼市の誕生。この時は人口、

公証４万５,０００人ということであったわけですが、それから１年後のこの１０月１日、塩

沢町の編入合併ということで、ちょうどこの日は国勢調査の日であったわけですが、そういっ

たところの数字も出ておりますが、６万３,３２９人だそうです。２,１６９人ぐらいの減少で

あったのではないかなというふうに考えておりますが、わずかこの５年間の間に２,０００人

からの減少。そういった中にもって地方自治の運営はいかなるものかということになりますと、

やはりこれは地方分権に基づいた中の合併であるというふうに私は確信しております。 

そうした合併の中で何が一番の目的かというと、これは行財政のスリム化以外何ものでもあ

りません。それこそこの行財政のスリム化の中に何が一番先頭に立つかといいますと、私は今

回の選挙戦の中で自らの集会、もしくはそれ以外の選挙戦の街頭演説につきましては、全会場

といっていいほど第一番に、この新庁舎の早期建設をということで訴えてまいっております。

そういったことでこの新庁舎の建設について、９月の議会におきましては、この議場である議

員の方から市長に対しての姿勢をただされたことがありました。それに対して市長も答弁され

ております｡これは新庁舎の建設ではなくて整備、増改築なんだということで、極端にいうと

隣の用地を取得をして、というそこまでの答弁があったわけです。私は自分なりに一般質問で

この問題をきちんと取り上げて、しかと自分の耳にしておきたいということでこれからお伺い

いたします。 

やはり一番皆さんが気になるのは、この合併後の新庁舎の整備事業ということで、建設計画

には謳ってありますが、これがどのようになるのかということです。そしてその行方はいつど

こにどういったものを建てられるんだ、造るんだと。そしてその時の内容はどういったものな
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んだと。財政計画はきちんとついておるか、といったところがこの６万３,０００人の市民が

注目するところだというふうに考えております。そういったことで２点、３点ほどお伺いいた

します。 

 まず、９月の市長答弁にありますように、１点は、これは新築であるかどうかということで

すが、建設計画にも謳ってありますように、この行財政運営の効率化については、庁舎は整備

事業だというふうに謳ってあります。そしてこの事業の概要としますと、既存庁舎の整備事業。

またもう１つはやはり行政ニーズに対応した中で、庁舎を新築建設するんだというふうに謳わ

れてあります。先程申されたように整備事業で行うんだということに答弁が出ておりますので、

それならば整備事業とはいかなるものであるかということで、その点についてお伺いいたしま

す。 

整備事業となると当然、位置的には他の地域でない今あるこの本庁舎を基本とした中で行わ

れると。そういうことは自ずと決まってくるわけです。この位置については、合併前、３町合

併の時には、塩沢の特別委員会の方からは、魚沼消防署近辺でどうか、ぜひともそういった方

向で協議をしていただきたいと。それがなければ協議会の離脱も考えなくてはならない。とい

うのが１５年６月の協議会の中にありました。 

しかしそれらはやはり議題の材ではないと。これは合併後の課題だということで、この３町

合併についてもこの位置の問題は、大変当時から大きな問題を抱えておったわけです。こうし

て３町合併がなった今現在、これは整備事業で本庁舎を基本としてあるということが出ており

ますので、その点について今一度市長の方から確認の意味で答弁をお願いいたします。 

そしてこの建設については、いつからそういった事業に入るんだ、かかるんだ、ということ

も大変、この合併特例債、１０年の中で後半にやるのか。それとも今すぐ立ち上げるのかとい

うことが、やはり関心事であります。市長は常日頃この新しい市会議員の皆さんが選出された

ら、この庁舎問題については検討委員会をとにかく立ち上げて、そこで協議していただくんだ

ということも申されております。そうしたことでこの検討委員会が、ここにも記しておきまし

たが、新庁舎整備検討委員会という形で今私ども議会の方から、６名の委員を選出してくれと

いうことがきておるわけです。これは地域性を考えた中で各町、それと各会派、その辺を総合

的にみた中で選出してくれということで、これは多分それぞれが出揃っておるということだと

思います。 

そうした中、いつこういう整備事業に着手するんだ、ということになろうかと思います。そ

してそれでは財政計画はあるかというと、例え整備事業であっても増改築であっても、やはり

予算はおのずとついてまわります。その前には用地が必要であれば用地の問題も出てまいりま

す。その前には用地があれば測量、及び設計――最近設計なんていうとちょっと神経質なる日

本の昨今だと思います。わが議会の中でも設計問題についてはなかなか神経質になるところが

ありますが、やはり用地の測量、建物の建築物の設計。そして用地を必要とする時の用地の取

得財源。そして一番の増改築される本体の財源。これらをどのように考えておるかということ

です。 
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この選挙戦の中でも、どうして４０億円もかけて新庁舎を今造らなくてはいけないのですか

とか、３０億円から４０億円を他の使い方があるのではないですか、というようなことのチラ

シ、街頭でそういった声も私は聞いてまいりました。私は別に４０億円かけてこれを新築する

とか整備するとかいうふうには考えておりません。これは新市計画１０年計画の中に謳ってあ

るんだと。そういうことなものですからこの財政計画。整備をするにいたってもどのような財

政計画を市長はお考えになっておるか。その辺も伺うところでございます。 

あわせて市庁舎の整備検討委員会ですが、これはまだこれからそれぞれの方面から委員が選

出されて、組織化されてスタートするわけですが、そもそもの目的。検討委員会と似たような

ものだと思いますが、やはりそもそもの目的。そしてその内容はいかなるものであるか。そし

てこれが今後の建設計画に対して、どれだけ大きなウエートを持っておるか。その辺、市長の

お考えをお伺いいたします。 

今、南魚沼市は合併した中に３つの庁舎があります。この本庁舎、塩沢庁舎、大和庁舎。そ

して３つの庁舎には本課から始まって室、分室、それらをあわせるとおおよそ４０。これは市

長部局、病院局、それから教育委員会。これら合わせておおよそ４０ぐらいあります。しかし

この４０に分散されたのが本当に町民に対して、きちんとした行政サービスになっていますか。

私はこれは反対にマイナスになっていると思うんです。 

例えば建築確認があります。建築確認はこれは都市計画課でやっている。これは塩沢町です。

しかしながら本庁舎建設課でも受付はしておるんです。しかし受付はしても審査はしない、本

庁舎の方へ廻わる。問題が生じた時に、こちらの受付の窓口で話ができない。やはりこれは塩

沢町の都市計画課へ行かなくてはいけない。そしてその都市計画課からやっと整備部の建築課

で審査される。かえってくる時も経由もまた同じ道をかえってくる。 

これは別に建築確認だけではないんです。農業委員会は塩沢町にあります。そして農業委員

会はやはり農地の管理、また農業委員会としての農政の施策の施行。そういったものも農林課

と本来ならば一緒でなければ、きちんとした成果は出てこないんです。農林課はどこへありま

すか。隣の大和庁舎ではないですか。大和庁舎行って農業施策はどうですか、あれはどうです

か。それでは農地の管理はどうですかといった時には、これは本庁へ来いと。いや塩沢へ行っ

てください。 

３つの庁舎を構えているがために、そういった住民サービスの低下が出ておるんです。もう

少し細かいことを言わせていただくと、この１５日から始まりましたスキーシーズン券。これ

は商工観光課の扱い方です。これは塩沢町ですけれど、お知らせで皆さんご覧になっていると

思いますけれど、それぞれの本庁舎でも大和分庁舎でも扱っています。しかしながら扱い方が

大変よろしくない。本庁舎にきたらこれは商工観光課でやっておりますので、塩沢へ行ってく

ださい。こういうところに来る人達はきわめていつも庁舎に来ていられる方ではない。そのス

キーシーズン券を求めて、子供のために忙しい合間を縫ってきている親御さん。 

これらをやはり一元化がされる、するのが本庁舎の建設なんです。そして合併時に始まった

のは、昔は半日かかって議会に行った。半日かかって勤め場所へ行った。場合によっては議会
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が長引いた時には泊まったというのが、今の高速時代化になって半日なんてものではない。六

日町の中心から清水、石打まで。またこの中で多分一番遠いのは、先輩議員の和田議員のとこ

ろ雷土まで。ここまででも夏の時間であれば３０分で十分行けるんです。 

そういったことが、合併をしても、分散をして機能の分散をするよりは、１本にまとめてそ

こですべての機能が動くということが、当初のスタート時の目的だったんです。そういうこと

でこの本庁舎建設は遅れることなく、１日も早い検討委員会の立ち上げをやっていただいて、

そしてそこで協議して、その重みがこれから市長の方から答弁があろうかと思いますが、答申

と答申案を出していただくんだということになっているのではないかと思いますが、その辺を

お伺いしまして、最初の質問を終了いたします。 

○市   長  新庁舎の早期建設を 

若井議員の質問にお答えいたします。庁舎建設の位置及び財政計画、これについてというこ

と。なお早期建設ということであります。今ご指摘いただいたとおりでありまして、効率的な

市政運営を構築していく上では、本庁舎集中方式が最善でございます。位置、建設年度、これ

らを早急に方向を出さなければならない、そういうことでありまして、今、若井議員のおっし

ゃったとおりであります。 

１つ当時と若干違った状況が生まれたことはご存知だと思いますけれども、広域連合の解散

が確定的になったということであります。これを南魚沼市として広域連合の組織をそっくり引

き取るわけでありますので、これを含めた行政機構の再構築をやらなければならないというこ

とであります。 

今、考えておりますのは、この行政機構をどういうふうにもう一度構築しなおすかという部

分について、１８年度のなるべく早い時期に、機構を策定、確定をさせていただきたいと思っ

ております。そしてその機構に基づいて、本庁舎に配備をされる職員の数がどの程度になるの

か。これを出して今現在のこの本庁舎では、どれだけの部屋数、面積数が不足をするか。そこ

で、ではどれくらいの増築でまかなえばいいのかということを、１８年度中には確定していき

たいというふうに考えております。 

私の今の気持ちといたしますと、今申し上げましたように１８年中に機構をきちんと作り上

げることと、増築計画を策定をさせていただくと。１９年度には新しい機構で――機構だけは

ですね。１９年度には新しい機構で動きたい。それは庁舎ができ上がるまでは若干変則的な形

を取れるかもわかりませんけれども、新しい機構で動きたい。ですので、今、職員の皆さんに

も１８年度の職員の異動についてはほぼなしと。退職される方の補充程度にとどめるというこ

とを今申し上げております。 

今そんな一連の流れを考えておりますが、初日でありましたかちょっと申し上げましたけれ

ども、私の考え方は今この庁舎に増築をしていただきたいという考えであります。後段の方に

もまた出てきますけれども、もしその案が、整備検討委員会で承認といいますか、私が諮問し

たものがそれと違った答申が出てきたという場合は、再度諮問もし直すと。どうしても調整が

取れない場合は、気持ちとしてはプレハブ建てでも何でも対応しながら、皆さん方の理解を得
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るまでやっていくという方向を考えている。 

なぜそうなのか。位置的にも塩沢さんを合併をいたしまして、ここが最適の位置だというふ

うに考えております。そして経済面がございます。新しく用地を取得をして、そして新しい庁

舎を建設するということになりますと、それこそ今、議員おっしゃったように４０億円かかる

のか５０億円かかるのか７０億円ですむのか、全く見当もつかないほどの高額な投資になって

くるということであります。 

今この庁舎を見ますと、骨組みといいますか外観はほとんど大丈夫であります。ただ、内部

の冷暖房、これらが若干補修が必要なのかなという気がいたしますけども、ほとんど大丈夫だ

と。まだ相当の期間使えるということでありまして、これに先程触れましたどの程度の面積を

増築すればいいのか。地盤沈下が非常に進んでいる地域だということでそういう若干の不安も

ありますけれども、これは本体そのものは、この建物も同じでありますけれども、本体が地盤

沈下によって影響を受けているということはほとんどありませんので、それらもある程度クリ

アできるというふうに考えております。 

財源といたしましては、これは補助金等は全くございませんので、合併特例債をでき得る限

り活用するということであります。用地につきましては、もう再三申し上げておりますが、今

のＪＡ南魚沼の倉庫。そして旧事務所があったわけでありますけれども、そこも含めてちょっ

と検討させていただきたい。ただ増築する部分があちら側、北側になるのか南側になるのかと

いうのは、これからちょっと検討させていただかなければならない。いずれにいたしましても、

考え方の中では１階は駐車場、２階３階で事務室の対応をしていきたい。そして駐車場確保も

はかっていきたいという考え方を今、持っております。 

先程申し上げましたように、ただ、建設の起債。この地域につきましては、この基準面積、

基準単価、これらが設定されておるそうであります。どの程度の起債該当になるのか。市の単

独の持ち出しがどの程度になるのか。これから検討でありますが、できる限り早く、できうれ

ば１９年にはもう用地買収も含めた実質的な着手に入りたい。 

機構の方の計画では、２２年にすべての機構をきちんと統一してやっていこうか、という企

画情報課の事務段階での考え方でありますので、遅くもそれには間に合わせなければならない

ということでありますが。できうれば、もう１９年に着手、２０年完了ぐらいのスピードをも

っていきたいと思うんですが、これはまだ確定的ではありません。私の気持ちでありますので。

そんなことを考えておりますので、よろしくお願い申し上げたいと思っております。 

 整備計画検討委員会の目的、設置の目的、内容でありますけれども。今ほど申し上げました

庁舎の位置、整備の方法、それから和田議員からもございました、この現在の庁舎につきまし

ても、改善すべき点は多々あるわけでありまして、それらも含めた庁舎の整備計画。このこと

に関して、必要な事項について検討していただくという思いであります。諮問機関としての位

置づけにさせていただきたい。 

先程申し上げました私どもが最初に案を、お示しを申し上げますので、それについて十分ご

検討いただいて、答申をいただきたいという考え方であります。委員の定数は１５人以内。現
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在のところ、議会議員の６名の皆さんは内定をしております。公募の委員は６人ということで、

現在８名だったかな応募は。１０人くらいの応募があるようであります。これは厳正な抽選に

よって決めたいと思っております。ただ、地域ごとの配分がやっぱりございますので、抽選し

た結果がどこかの地域に集中したということにならないように、その地域地域で２・２・２と

割りますと、例えば大和地域で３人応募があればそこからは２人。１人だけは抜けていただく

という、抽選による。そういう方法をできれば取らせていただき、地域のバランスをきちんと

考えながらやっていきたい。それから学識経験者２名、ほかに助役を予定しておりまして、１

５名でお願いしたいと思っております。新生南魚沼市にふさわしい市の庁舎の整備計画を策定

いたしたいと考えておりますので、今後ともご指導よろしくお願い申し上げます。以上であり

ます。 

○若井達男君  新庁舎の早期建設を 

大変、それこそボケているということでなく、はっきりした、目の前がすっきりした市長の

答弁でございまして大変ありがとうございます。できることならば１９年度に着手、２０年に

は完成をみたいという、そういう方向で進みたいということで、大変スピーディーな取り組み

であるというふうに私も考えております。 

ただその中に、この地域の地盤沈下、私もひとつ懸念しているのはそこだったんです。その

地盤沈下は直接今の状況ではないとしても、これが防災体制に対した時に、特に直下型が来た

時に、一番心配される液状化の問題。中越大震災、昨年の地震であってもこの庁舎の周り、市

民会館の周り。これはかなりの液状化が発生して、３０センチから５０センチの液状化の高低

差が発生してしまったということなものですから。これらが直下型になった時に、果たして地

盤沈下は心配ないけれど、震災に対してはどこまでのそういったその頼りがあるのかというこ

とを、ひとつ私は懸念しております。 

その点が１点と、あと検討委員会のメンバーですが、１５名のうち議員６名、応募者６名、

それから市職員、それからこの識者２名ということです。この識者について、どういった関係

方面からの識者になるのか、ひとつお聞かせください。この２点お願いします。 

○市   長  新庁舎の早期建設を 

１点目の方でございますけれども、これはやっぱり相当心配といいますか、そういう状況が

実際に昨年の地震の際に発生したわけでありますので。今おっしゃったように地盤沈下につい

ては、やはり恒久的な方策を検討しようということで、ようやく県の方とも共同歩調が取れそ

うでありまして、今、県と打ち合わせに入ったところであります。 

具体的な手法も含めてどういうことをやればいいのか。そしてどういう制度があるのか。こ

れらも含めて、今、検討に入りましたので、ただ簡単にすぐ結論が出るわけではありませんが、

長い将来的にはでき得れば、この地下水を使わなくてすむ方法。あるいは使っても地盤沈下に

ならない方法。これらを模索をしていきたいというふうに考えております。 

ただそれはそれといたしまして、地震の際のそういう問題でありますが、これはまた設計の

際によく相談をさせていただかないと、私ども素人ではちょっとわかりません。わかりません
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が、現庁舎もあるわけでありますので、その辺も含めて震災対応ということについては、本当

に万全を期さなければならないと思っております。これらはまた設計段階での協議ということ

でご理解いただきたいと思います。 

 学識経験者２名でありますが、現在のお２人は総合計画審議会の会長さんと、都市計画審議

会の会長さんを予定いたしております。以上であります。 

○議   長  質問順位１０番、議席番号１４番・井上正三君。 

○井上正三君  発言のお許しをいただきましたので、通告にしたがい市長にご質問いたしま

す。 

１ 基幹病院の早期建設と市民病院の体制整備について 

質問第１、県立基幹病院の早期建設と市民病院の体制整備についてお伺いいたします。県立

基幹病院の建設構想については、建設及び運営については県の意向を尊重し、早期建設、開院

を要望し、既に魚沼地域の関係市町の首長、並びに医師会長で組織する魚沼地域基幹病院建設

推進協議会において、周辺の県立病院、市立病院の今後のあり方等について協議されているよ

うであります。 

さらに市でも設置に関する事項や、地域における医療の提供体制について協議する、基幹病

院等検討委員会を立ち上げ、協議が重ねられているようであります。この基幹病院の建設構想

については発表以来、市民の期待も多く、１日も早く建設、開院がのぞまれております。そこ

で次の３点についてご質問させていただきます。 

 第１点、基幹病院の構想についてご質問いたします。これまで県並びに関係市町、推進協議

会、検討委員会を経て、現時点における市長としての構想がおありになりましたらお聞かせい

ただきたいと思います。当議会でも特別委員会を設置し、調査検討をしているところでありま

す。執行部、議会、両輪十分な検討をいただき、市民の期待にこたえることのできる素晴らし

い病院が１日も早く建設、開院がされるよう、ご努力をお願い申し上げる次第でございます。 

 第２点について伺います。位置の選定と用地の規模についてご質問いたします。大和地域に

建設するということは確定したものと私は信じております。位置の選定についての検討はでき

ているのかどうか。また用地の集約も大きな課題となりますが、必要な面積はどのくらいとお

考えになっているのかお聞かせいただきたいと思います。 

 第３点目、市民病院の規模と体制整備についてご質問いたします。地域住民をはじめ近隣市

町住民の拠点医療センターとしてゆきぐに大和病院もまた大きな期待をされております。なく

なっては困る、規模はどうなる、気軽に診ていただける病院として残してくれるのかなど、た

くさんの市民が心配されております。市民病院の位置づけについてお聞かせください。 

２ 本庁舎建設と分庁舎の体制と管理運営について 

 次に質問順位第２の、本庁舎建設と分庁舎の体制と管理運営についてでございます。本件に

ついては若井議員に重複する部分がございますので、重複部分についてはお答えは必要ありま

せん。本件については市長行政執行状況報告の中で触れられております。この中で庁舎建設構

想、私は「（増築）」と言いたいと思いますが、強い決意で表明し取り組みたいと言っておら
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れました。市庁舎整備検討委員会を早期に設置し建設したいとし、市長の基本構想が見えるよ

うに感じますが、次の３点について構想をお聞かせください。 

 第１点目。平成１８年度目処に機構の見直しを考えるとの発言があったように記憶しており

ます。もう一度お考えをお聞かせください。６万３,０００人を有する中核都市として、機構

の見直しは当然必要であると私も思うのであります。部局体制。事務事業の効率化による課の

統廃合。今定例会に提案されております民間活力を活用した指定管理者制度。事務事業の精査

見直しによっては民間委託なども検討される時代、官から民へ、国の小さな政府ならぬ、小さ

な南魚沼市構想があるのかどうか。いずれにいたしましても、行政サービスの低下にならない

機構を目指して欲しいと思います。市長の庁舎増築の基本構想をお聞かせください。 

 第２点目。現在の庁舎。位置としては条件のいい場所であると私は思いますが、手狭な用地

で庁舎周辺の環境は良いとはいえません。増築用地の目処は立っているのかどうか。また必要

と思われる面積についてお聞かせください。 

 第３点目。庁舎建設計画にあわせて分庁舎の体制をどうお考えなのかお聞きいたします。本

庁舎建設に伴い、機構の見直しと共に、本課一極集中が検討の主眼になるものと考えられます。

分庁舎がかつての町村合併のように、出先の連絡所的な機能になってしまうのが心配でござい

ます。十分な市民サービスの提供ができる機構の維持、体制についてお考え、また分庁舎には

使用されていない会議室などがたくさんあるではないかと思いますが、現在の利用状況はどう

か。利用がほとんどないとすれば諸規定を整備し、市民団体等に開放し、会議や研修会等に有

効利用させることはできないものかどうかお聞かせください。 

以上２項目６点についてご質問いたしました。ご答弁よろしくお願い申し上げまして私の質問

を終わります。ありがとうございました。 

○市   長  井上議員にお答えいたします。 

１ 基幹病院の早期建設と市民病院の体制整備について 

基幹病院の早期建設と市民病院の再生についてということであります。１点目の基幹病院構

想についてでありますが、ご承知のように平成１２年、平山県知事時代にこの問題が発生をし

たといいますか、県立小出病院の改築問題を機に、この基幹病院構想が浮かんできたわけであ

ります。県の医療福祉計画に盛り込まれるなど、順次具体化してきたものであります。本年５

月、知事に報告された「魚沼地域の医療高度化の基本方針」では基幹病院は、高度救急医療・

地域医療支援・臨床研修・災害時医療拠点・総合的な精神科医療・医師派遣、これに関する支

援、こういう６つの機能をもつ病院というふうに定義をされております。 

私どももこれで、この病院機能はこういう方向でいっていただきたいということを申し上げ

ております。一般病床が３００から４００床、精神病床が５０から１００床という構想であり

ます。規模的には長岡日赤、これが７５０床でありますので、大体半分というような規模的に

予想されているところであります。これが大まかな構想でございます。 

位置の選定と用地の規模についてでありますけれども、位置につきましては、今、井上議員

お話いただきましたように、以前は私どもが県に早く決定をしてくれというお話をずっと申し
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上げてきたわけでありますが、泉田知事から地元で調整をして、ということでありました。先

程おっしゃっていただいた魚沼地域の首長、医師会長で協議会を設けまして、その中で９月１

２日に全会一致で当市の大和地域に建設をお願いしたいということで県にお願いしてござい

ます。県もそのことは基本的に了承をいただいているところであります。ですので用地がほか

にずれるということはございません。 

用地の規模。一説には７万平米ということが当初はいわれておりましたけれども、明確では

ございませんが。長岡日赤病院が敷地が７万平方だそうであります。建築延べ面積が５万平米

ということであり、私どもはやっぱり雪が相当降ったり、それらのことを考えますと、この敷

地面積はできれば広い方がいいわけですけれども、最低５万から６万平米は必要かと。５～６

町歩、７町歩、この範囲だと思っております。 

 市民病院の規模。それから体制整備についてであります。基幹病院と周辺病院の関係が、こ

れは市として特にかかわりを考えなければ、特に私たちの市は大和病院がございますので、そ

の辺を１番考えなければならないところであります。けれどもまだ現在基幹病院が３次医療に

特化するのか、１次からやるのか、この辺もごく定かではございません。今まだ現在私どもが

ずっとお話をしてきた中では、３次医療ということをずっと申し上げておりますけれども。お

っしゃっておりますが、３次医療に特化された場合は、今の大和病院の機能は――病床数、ベ

ッド数は別でありますが――ほとんど残さなければ、１次２次診療があの地域でできないとい

うことであります。城内病院も同じであります。そしてこの県立六日町病院も病床数は別にい

たしまして、この機能を残さなければ、基幹病院は紹介型というふうに一般的にいわれており

ますので、そういう形ですとそういう方向で残っていくと。 

ただ千葉県ではそういう形で発足しましたけれども、やはり経営的に成り立たないという部

分がありまして、１次医療から全部受け入れると。そういうことになっているところもござい

ます。人口等から考えますとやはり３次医療に特化するというのは、非常に経営的には無理が

あろうかなという気はしておりますけれども。これはまだごく定かではありませんので、市の

病院がどうなるかというのは、今のところまだ皆さん方にこういう方向だということをお示し

することができない状況でありますが、ご容赦いただきたいと思います。 

いずれにいたしましても、病床数、ベッド数がある程度減ることは避けられない。大和病院、

六日町病院、そして小出病院ですね。この部分については避けられないだろうというふうに感

じております。城内病院はそこまでの影響がない部分でやっていけるのかなという考え方であ

りますが、これもちょっとまだわからない部分があります。 

現在、市立病院の先生、お医者さん方からも入っていただいた市としての検討委員会を立ち

上げまして、先日１回目の会合をもったところであります。この医療スタッフの意見をきちん

とまた聞きながら、誤りのない対応をしていきたいと考えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

２ 本庁舎建設と分庁舎の体制と管理運営について 

 次に本庁舎建設と分庁舎の体制、管理運営についてありますが、この１番の機構改革に合わ
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せた構想であるか。機構改革に合わせてやっていかなければならないということでありますし、

先程触れましたように、あの当時はまだ広域連合の行く末が確定的ではございませんでしたの

で、でき得れば１８年度から新しい機構の中で組織をもう進めていきたいと。構築を１８年か

らもうやっていきたいという考え方もあったんですけれども、やはり広域連合の加入等も含め

ましてこれが１年遅れるといいますか。広域連合部分を含めた中でどうするかというのを、先

程若井議員にお答えしたとおりでありまして、１８年のなるべく早いうちに機構の構図を作り

上げて、また皆さんにお示ししたいと思っております。 

その実態に合わせてこの庁舎の機能も考えていくということになっております。庁舎建設と

機構改革を同時に実施をしていきたいという思いであります。先程触れました１８年に機構が

おおむねでき上がったといたしますと、できれば１９年から用地取得も含めて、着手にいきた

いと。ただ機構はもう発足をして１９年から動き出しますので、これは今の体制の中で、今の

庁舎を生かした中でその機構だけは１回動き始める。できるだけ早く庁舎の建設を行って、２

０年、２１年頃にそれを全部集約して、名実共に新しい形でスタートできるという方向を模索

していきたいと思っておりますので、よろしくお願いをいたします。 

 用地の件であります。これは先程触れましたように、この位置に増設をしたいという考え方

でありまして、幸い隣接のＪＡの倉庫が、１９年度には移転をする計画であります。それで、

今ある旧支所――今も支所ですかあれは。３階には国道事務所が今、入っておりますけれども

これも来年ですね。今建設中でありますが、上町の方に国道事務所は、転出が決まっておりま

す。また学習塾が１軒入っておりますけれども。これらの問題は若干残りますが、でき得れば、

この用地、この部分も含めて、全体で３,８００平米強であります。私どもが庁舎の部分がど

れだけふくれるのかは別にいたしまして、駐車場の駐車の関係とかいろいろ含めますと、やは

り最低でも３,０００平米から４,０００平米ぐらいは欲しいという部分でございます。ちょう

ど面積的にもまあまあ我慢のしどころという部分でありますので、でき得ればここを買収をさ

せていただきたい。なお現在のこの庁舎の用地は１.６ヘクタール、１万６,０００平米強であ

ります。 

先程これも触れましたけれども、増築する位置が南側になるのか北側になるのかこれは、ま

たこれからの検討ということでありまして、検討委員会に諮りながら進めていきたいと思って

おります。 

 分庁舎の体制につきましては、この本庁舎集中方式。これは一番効率的でありますので、そ

ういう方向にもっていきたいと思っておりますが、やはりそれぞれの地域のコミュニティ、伝

統文化、これらを守りそしてまたもっと発展させる、育んでいかなければならない。こういう

観点からみますと、ただただ支所機能だけに限定はしたくないという考え方であります。 

本来は、昭和の合併のまた前の旧町村、今は支所、支所ではなくて開発センター的に使って

いるところもありますが、そこにやっぱりその地域地域の拠点といいますか、それを作ってい

ければ一番いいわけですが、なかなかそこまではいきませんけれども。大和は大和地域の中で、

旧、浦佐、薮神、東とか、そういう地域地域の特性をきちんと生かせるような方法を考える支
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所機能にしていきたい。 

ただただ、なんといいますか総合、普通の支所機能ではない。それらをちょっと考えたいと

思っておりますけれども、ここがちょっと今、思案のしどころであります。職員の定数計画等

も含めてですけれども。 

私はいつも思っているんですけれども、この合併によって短期間に南魚沼市という１色の色

に皆さん染まってくださいという、これは絶対無理だと。今、昭和の大合併から５０年経って

もやはり生まれた地域、それらは非常に色濃く出ております。しかもその地域に全部小学校が

あります。ですから城内小学校とか上田第一小学校とかですね、中之島とか藪神とか、全部あ

るわけであります。子供の時にそういう地域意識というのは、必ずもうそれだけで根付くわけ

ですから、それをすぐ払拭しろなんてことには絶対ならない。 

でき得れば、そういう地域地域が、その固体の中で輝けるような集合体が市だという方向を、

ちょっと模索をしてみたいと思っております。その辺がどこまでやれるのか、ちょっとわかり

ませんけれども。そんな気持ちもありまして、ただの支所機能には終わらせない方向を考えた

いと思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。具体的なお答えができないで申しわ

けございませんけれども、考え方だけ申し上げました。よろしくお願いいたします。 

○井上正三君  ２点ほど、ご答弁はいりませんがひとつお願いしておきたいと思います。 

１ 基幹病院の早期建設と市民病院の体制整備について 

まず基幹病院の関係でございますが、大和町に造るんだということはわかりました。ただ、

今、新幹線と高速のスマートインターの関係や、今ある病院の関係等含めれば、おのずと位置

が決まってくるんだと思いますけれど、これはこれからの課題だと思いますが。早めにやっぱ

り用地の問題がありますので。時期を定めたら、地元の関係がありますので、そういう点なる

べく早めにお願いしたいと。これだけ要望したいと思います。 

２ 本庁舎建設と分庁舎の体制と管理運営について 

それから庁舎の関係については、私どもも議会の仲間に入れさせていただいて、度々来ます

が、特に冬場、この環境が非常に悪いですね。消雪パイプも出ない、除雪車で除雪するような

体系になっていますので。今、市長さんの、庁舎の増築の関係で、１階部分を駐車場にしたい

と、こういうお考えを聞かせていただきました。周辺の状況をよく見ていただいて、ひとつ環

境整備を。これは市民がおいでになっても大変な問題だと思います。したがって１日も早く増

築の計画を立てていただいて、着工してもらいたいと。こういうことを要望させていただいて、

私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議   長  お諮りいたします。本日の会議はこれで延会としたいと思いますが、ご異議

ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって本日はこれにて延会とすることに決定しました。 

 明日は午前９時３０分から議会全員協議会を開催し、本会議は午前１０時３０分から当議事

堂で開きます。大変ご苦労さまでした。 
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（午後４時０５分） 


